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0. 序 


ヴェ ー ダ 韻律 と その 後 共 で ある 古典 サン スク リッ ト 斉 律 は , 1 詩 節 に 


了 


qq まれ る 音節 の 数 と 量 ( 軽 


ほ ) 【 


ー リ ャ 語 の 段 了 に なる と , マー 


に より 定め られ る 。 他 方 , 中 期 イ ンド ア 
ラー 47 婦 「 (発音 に 要する ) 時 間 単 


位 」 に よっ て 定め られ る 音律 が 現 


な か っ た よう に 思わ れる 。 


れる 。 音 節 と マー トラ ー は イン ド 閣 律 
の 基礎 で ある が , それ ら の 節 念 は , 従来 , 必ず し も 明確 に 理解 され て 来 


Panini を 初め と する 法学 ト 学 。 Pratisakhya と 呼ば れる ヴェ ー ダ タダ 諸 学派 の 


音韻 学 , さら に 0 の Chandahsutra 等 の 韻律 
ら の 問題 を 主要 な 原典 本 


本 資料 を 提供 し た い 。、 


~ 本 稿 は 印度 学 仏教 学会 第 62 


学 の 間 に は , 音節 の 構成 


見 解 の 相違 が 見 られ る 。 そ れ 


RE し , イ ンド 韻律 を 理解 する た め の 基 


発表 お よび 配布 資料 を 加筆 修 


可 学 術 大 会 ( 龍 24 
E し た も の で あり , 


谷 大 学 2011 年 ) に お ける 口頭 
E 成 25-29 年 度 日 本 学術 振 


興 会 科学 研究 費 助成 金 (基盤 研究 C「 古 ・ 中 期 イ ンド アー リヤ 語 韻律 の 形成 


と 発展 」) に よる 研究 成果 の 一 


研究 に 際 し て は , 主として 個 
文献 ) に 依拠 し た 。 本 稿 完成 段 『 
する 貴重 な 情報 を 頂い た 。 また 尾 語 


音 で 人 竹崎 隆太 


部 で ある 。 
人 で 所 有する スタ ンダ ー ド な 文献 ( つ 参考 
* 氏 に Pratsakhya 文献 書誌 に 関 


絢 一 氏 と 張 本 f 


杏 氏 に も 重要 な ご 指摘 を 


頂い た 。 諸 氏 に 深く 感謝 する 。 


1.Vedic 期 お よび post-Vedic 期 に お ける 言語 と 韻律 の 重層 性 
音節 お よび マー トラ ー を 検討 する 前 提 と し て , それ ら の 概念 が 成立 し 
た 時 代 の 言語 と 韻律 と の 状況 を 簡単 に 確認 し た い 。 中 期 イ ンド アー リャ 
語 (MIA) は 古 イ ンド アー リャ 語 (OIA) か ら 発 展 し た も の で ある 。 し か 
し , 古典 サン スク リッ ト (SkO0 と パー リ 語 を 含む プラ ー ク リッ ト (Pk0) と 
は 単純 な 新旧 関係 に な い 。 
ヴェ ー ダ タ 期 (B.C. 1200- 00 頃 ) の 言語 ・ 韻 律 は お お むね 4 種 に 分 類 
され る : 
A) Samhita の Mantma 部 分 (韻文 ・ 散 文 ) : 
B) Samhita の 非 Manta 部 分 (散文 : Manra と 行 作 の 説明 ) お よび 
Brahmana (Br) と 古 Upanisad (Up) の 地 の 文 (散文 ) : 
C) Br お よび 古 Up に 現れ る 会 話 (散文 ) : 
D) Br お よび 古 Up に 現れ る 非 マ ント ラ 詩 節 , すなわち , Sloka な いし 
Gatha と 総称 され る 世俗 的 ・ 音 楽 的 性 格 の 強い 「 詩 歌 」 (動詞 sg 
[歌う 」 と と も に 用 いら れる : と き に 鍛 楽 演奏 を 伴う )。 


ヴェ ー ダ 語 は 恐らく Panini の 時 代 B.C380 頃 ), すなわち Gotana 仏 
陀 の 時 代 ほ ま では, まだ 生き た 言語 で あっ た と 思わ れる 。 こ の 頃 , すでに 
Skt が ヴェ ー ダ 語 か ら 成 立 し て いた が , 早い 段階 で , 学術 的 ・ 文 学 的 な 
文語 と し て 人 荻 的 に 固定 され , 維持 され た と 思わ れる 。 同 時 期 (Panmi 
お よび Gotama 仏陀 の 時 代 ) に は , 他方 , Br や Up の 会 話 か ら 須 え る よ 
うな 日 常 語 か ら , 初期 MIA が 地域 や 社会 階層 に 応じ て 発展 し て いた 状況 
が 槍 測 され る 。MIA に 属す る 諸 言語 も 。 それぞれ , 仏教 や ジャ イナ 教 な 
どの 非 バ ラモン 宗教 文献 や 文学 作品 な ど に お いて , 徐々 に 固定 され , 人 
工 語 と し て 保持 され る に 和 至る 。 


OIA か ら MIA へ の 発展 に お いて 4 
の 庄 j 吾 純 化 さ れる と 同時 に .* 


素 が } 


詩 に 注 
音節 構造 も 単純 化 さ れる こと で ある 。 


音 / 子 音 な ど 


され る の は , 母 


母音 は 短 長 2 種 の み , 母音 間 の 子音 結合 は 重 音 ( 乏 気 ゼ 
音節 構造 は , 


鼻音 十 子 音 の み と な る 。 


母音 を 持つ 開 音 節 , 
る の 。 ト ター ドラ テー の 法則 | 


に より 


3) 短 母 音 を 持つ 閉 音 節 の 3 種 に 限ら れる 。 
長 母 音 を 持 


を 含む ), な いし , 
1 ) 短 母 音 を 持つ 開 音 節 , 2) 長 
\ わ ゆ 
員 は 存在 で きず 


つ 閉 音 錠 


が 短く な る , ある い は , 後続 する 2 子音 が 単 


節 (な いし 母音 ) に 関し 


1 つの 「 重 」 gzx- 6mata&) が 2 つの 「 軽 」 
る よう に な る 。 

ヴェ ー ダ 音律 の 特色 は 音節 の 数 に より 
まこ らき 


れ , 両者 の 交 奉 が 起こ 


に 軽重 に よる ! 


「 脚 」^ 
節 と な る が , 


か ら 成 る 。pada 未 で は 全 


法則 」 を 述べ る : 1 


^ OIA で は 母音 に 短 hrasva 


それ に 先行 する 時 

(penultmate) 音節 の 軽重 に 関し て , 韻律 の 種類 に より 特定 の 傾向 が 現 
れる 。Nidanasutra お よび Rk-Pratsakhya は 以下 の よう な 
12 音節 pada (Jagaf) と 8 音節 pada (GayatrYAnustubh) の 


子音 に な る 。 こ の 結果 , 音 


[軽重 」2 種 の 単純 な 区 分 が 可能 と な り , また 


gz- (1mata) と 等 置 さ 


規定 され る こと に ある が , 次 第 


の 音節 が 長く 発音 され 実質 的 に 重 
すなわち pada 未 か ら 2 番目 の 


「penultimate の 


長 drgha, 延長 pluta (ad.。 mJ), pluti (E) と いう 3 


種 の 発音 時 間 が あり , また , 


単 母音 
ザ ド 


重母音 guna (e<4+7, の <@ 十 の, 


同 ddhi (7 < gg の 二 の ) の 3 種 が 
3 短 (274@ の と 長 


が 消滅 し , 母音 
連続 する 子音 は 同化 され る か , 母音 振 


ョ 和信 に よ 


区 別 さ れ た 。 MIA で は pluti と vrddhi 


zeo) の 2 種 に 減少 する 。 ま た 
り 分 割 さ れる (svarabhakt) 。 


* pg- は p27- m. の acc.sg. pg77 を p26-77 と 分 解 し 再 解釈 し て 作ら れ た 二 


次 的 語形 (RV+) で ある 。 


1 詩 節 は 4pada か ら 成 る こと が 多い の で , 上 獣 と そ 
22 に 杏 き HRE 光 きだ に の 


紀 継 


ぎの た め の 休止 か ら 発生 し た と 思わ れる 。 な お RV1 164.24c の cp の 2 


で は , p42z- の 本 来 の 形 で ある pz- ( 弱 形 pg ) が 用 


ある 〇 注 10)。 


られ て いる 可能 性 が 


場合 は 軽 音 節 が , 11 音節 pada (Tristubh) と 10 音節 pada (Viraj) の 場合 は 重 
音節 が , pada 未 か ら 2 番目 の 音節 に 「 特 徴 的 な リズ ム 」 (Nidanasntra 7 が 。 
RyPrs yp-) で ある 。* 

時 代 と と も に , 軽重 の 組み 合わ せ に よる 多様 な リズ ム が 生み 出さ れ , 特 
定 の 位置 に 特定 の り リ ズム が 現れ る 現象 が 進行 する 。 上記 wzk- は その よ 
うな 軽重 リズ ム を 特色 と する 斉 律 を 表す 術語 と な る 。 古典 サン スク リッ 
韻律 で は 音節 の 数 と 軽重 が ほぼ 完全 に 固定 され た 理 律 が 支配 的 と な り , 
Aksaracchandas, Varmnavrtta ある い は 単に Vrtta と 呼ば れる 。 

他方 , 初期 MIA の 成立 ・ 発 展 と と も に , 「 マ ー ト ラー の 法則 」 に よる 
音節 構造 の 単純 化 に 平行 し て , また 恐らく 婦 g-「 手 拍子 」 や y み - 等 の 
楽器 演奏 , sg 「 詩 歌 」 の 歌唱 な ど に よる 音楽 的 リズ ム の 影響 も 受け て , 
マー トラ ー ヵ % な -「( 発 音 に 要する ) 時 間 単 位 に 基づく 韻律 か 生ま れ 
る 。 マ ー ト ラー に 基づく 韻律 は , Pkt 韻 律 と し て 発達 する 一 方 で , Skt 韻 
律 に も 吸収 され る 。 こ の 種 の 韻律 は , Ja な いし Matavrtta と 総称 され る 
が , マー トラ ー 数 に より 規定 され る Matrachandas と , 一 定数 の マー トラ 
か ら 成 る sgzg- 「 和 群れ 」 に より 構成 され る Ganacchandas に 2 大 別 さ れ , 
後者 が 主流 と な る 。 さ ら に Marasamaka 類 が 加わ り , Pkt 韻律 か ら 
Apabhramsa 韻律 に お いて , 一 層 複 雑 な 発展 を 遂げ る 。? 


2 


レッ 


+ Nidanasutra 1 1.18 Zs ん sg7o- の 4627 /277/774477 有 2 ん 27/Y2742774272/2 人 777.Y2742//4 
gz77y77 が : RvPrS Ed. T/V XVII 37-39 三 Ed.MCCCXXXVIII 21f p222 の 7 が 7 
7277427/247 ガ 2 バ 727 ぐ 274272/2A727(KY27427/ 信 計 27777/24Y/24222/2 ん 77/7277 り /24V27 太 277 人 7//727/274477777/ 有 上 
V7S7577277577yO7' es777 /2g777 の 07 が 277277 ん y7 の 7 | 77VeVe/777O77 人 KS27 77 六 77277 

の の c7g7 の Zs77 22|| CE Weber, Indische Studien VIIL p.84, 87-90 (Nidanasntra 
11.14-19: “Quanti 人 it der Penultima “QuantiAtsgesetz: RvPrs XXVII 21-23 上 記 ス 
こら 

* 原義 は 「 量 」 な いし 「 量 を 測定 する 手段 」(RV+), そこ か ら 韻 律 ・ 音 韻 に 
関し て 「 発 音 持続 時 間 を 測定 する 単位 」 の 意味 で 広く 用 いら れる (> $.) 。 


? Cf 筆者 「 古 イン ド ・ ア ー リ ヤ 語 に お ける 韻律 の 概観 」 2011 年 口頭 発表 ) 
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言語 に お v 


\ て 古 】 


影響 を 与え 合っ た よう に , 


も , 相互 ( 


お よび Pk 音律 学 


を 生み 出し た こ 


音節 に 基づく 六 


と が 注 


央 律 と マー トラ ー 


こ 影 響 し つつ 並行 し て 発達 し , 文学 的 技 功 と し て の Skt 


され る 。 


2.Pratisakhya 文献 の 成立 年 代 


ヴェ ー ダ の ロロ 


属す る 音 


頭 伝承 は 原文 の 1 


Skt と Pkt 諸語 語 (さら に Apabhramsa 諸語 ) が 併存 し 


立 ロ 人 


に 基づく 韻律 


立 旦 用 E 学 
可 儲 


E 確 な 発音 を 要求 し 各 ヴ ェ ー ダ 学派 に 
韻 学 Pratsakhya [Prs] を 発達 させ た 。 現存 する Rgveda, Samaveda, 


Atharvaveda, 黒 Yajurveda (Taittrya 学派 ) と 白 Yajurveda (Vajasaneyin 学派 ) 


の Pratsakhya は 。 生き た 
る 。 生 きた ヴェ ー ダ 語 の 
ェ ー ダ 語 が 死 計 


琶 放 


所 ロロ 
ント 立 呈 


の 祭 B 殿 


と し て の ザ ヴェーダ 語 の 
が まだ 残っ て いた Panmi 文法 より 遅く 。 ヴ 
E 語 と な っ た 後に 作成 され た Siksa より 0 * 年 代 に 属す る 
ま ぼ 同 時 代 で ある 


と 考え られ る 。7 Panini (BC.380 頃 ) は Gotama 仏陀 と 


ee の の 


日 


れ た Jaina 時 
頃 ヨ 


典 ) が 成立 し た 時 
順 ま で に 位置 づけ られ る 。 初 


氏 お よそ BC4 
MIA 諸 方 言 が 日 


だ 凶 全 五 . 


日 富 語 


日 目 。 


非 伝統 的 な 思想 


アシ ョ ー カ コ 


初め て 文字 が 使 


E 太 文 (BC.3 


文学 の 用 


し て 上 肝 


盛 な 4 


上 紀 


頃 : 初 月 


MIA 諸 方 言 ) 


1] さ れ た 時 代 で も ある (> 3.1.)。 


E 産 力 を 示し た 時 期 ( 
に より イン ド で 


最後 の 段階 に 位置 す 


(お よび 失わ 


世紀 後半 か ら 2 世紀 前 半 
と し て 急速 に 発 


展 し , 
に あたる 。 


お よび “A Survey ofOId and Middle Indian Metres”( 近 日 
^ 上 記 学 派 順に 


(Samaveda に 


公 和 I 耳 )。 
Reveda-Pratisakhya [RvPr$],Rk-1antra-Vyakarana [RKTantra] 
属す る Prs$), Taittirrya-Pratisakhya [TaitPrs], Atharvaveda-Pratisakhya 


[AvPrs], Vajasaneyi-Pratisakhya (また は Katyayanrya-Pratsakhya) [VjPrS]。 4 
は Sarya Kanta に より 校訂 ・ 客 訳 され た 本 来 の Atharva-Pratsakhya の 他 に , 
0 KON 


れ よ り 新 し く 


(Atharvaveda-Prat&akhya の 題名 で Whiteny が 出版 ) , 
遣 と 見 な され る 短い テキ スト 
Thieme KI. Schr p.749 (= GGA 19S8 p.41), Allen p.5, Varma p.20-28, 下記 沿 


Saunaka 派 に 
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(Vishva Bandhu が 出版 ) 。 


2) Caturadhyayika の 補 
年 代 に 関し て は , cf 


E 8。 


Pratsakhya の 諸 テ キス ト の 中 で は AvPrs と 他 の Prs の 相違 が 顕著 で あ 
る 。* AvPrs は 音節 , 軽 (ag7z-) と 重 (gz-), マー トラ ー の 問題 に 触れ 
な い が , 他 派 の Pr は 音節 と マー トラ ー に つい て 詳 論 する 。AV Saunaka 
派 に 属す る Caturadhyayika (> 注 7 は 簡略 な , 時 に 独自 性 の 強い 解説 を 
与え る 。 「 軽 重 」 の 規定 は RkPrat$, TaitPratis の 増補 部 , CaturA に 現れ 
る : ViPrs は 「 軽 重 」 に 触れ ず , 「 重 」 gzzz- に あたる 現象 を 「 母 音 が 2 
マー トラ ー を 持つ 」 と 説明 する (4.3.4.)。 


Im 


3. 音節 (nt.gs み g-) の 定義 , 構造 , 境界 

3.1. 音 と 音節 

祭 式 で 用 いら れる マン トラ は 「 実 現 力 を 持つ 言葉 」( の gz-) と され 
る 。 祭 式 に お いて 発せ られ た 言葉 が 実現 し , 祭 式 が 実効 杜 を 持つ た め に 
は , 正確 な 発音 に よる 発 語 が 必須 条件 で あり , アク セン ト を 伴う 発音 が 
頭 伝承 に より 厳格 に 保持 され た 。 

マン トラ に は 韻文 も 散文 も 含ま れる が , 中 核 は リグ ヴェ ー ダ ・ サ ン ヒ 
ター や アタ ル ヴ ァ ヴ ェ ー ダ ・ サ ン ヒ ター に 纏め られ た 韻文 詩 節 に ある 。 
これ ら の 韻文 を 散文 か ら 区 別 す る も の は , 規則 的 に 特定 の 音節 数 を 繰り 
返す 韻律 で ある 。 韻律 の 構成 単位 は 「 音 節 」 で あり , 「 母 音 」 を 中 核 と す 
る 。 数 を る こと の で きる 「 音 節 」 が 韻律 の 基盤 で あり , 不可 欠 の 成立 条 
件 で ある 。 実際 の 詩 節 の 朗 唱 で は , 韻律 を 知る た め に 音節 を 数 える こと 
は 母音 を 数 える こと に 等 し く , 「 斉 律 構成 単位 」 と し て の 音節 と 母音 の 境 
界 は 曖昧 で ある (3.1.。3.2。))。 リ グ ヴ ェ ー ダ で は 「 音 節 」 と いう 意味 


* Surya Kanta (AvPrs Introduction) に よる と , 1) Samhitapatha か ら Padapatha 
へ の 転換 を 説明 する AvPrs が , Padapatha か ら Samhitapatha へ の 転換 を 説明 す 
る 他 の Prs に 先行 する (p.24-26):2)AvPrs は Padapatha 成立 に 直接 続き , Panini 
と Patajali の 間 に 位 置 す る (。.63-66): 3) 俗語 と し て 使用 され て いた MIA の 
影響 が AvPrs と VjPrs に 見 られ る ( ゎ .6Sf)( つ 53.4.B VjPrsIV 148f)。 
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で gs み g- 「 流 動 し な い (もの)」? と いう 語 が 3 回 使用 ほれ て いる が ", 「 音 
節 」 と いう 概念 が , 何より も まず , 「 韻 律 の 構成 単位 | と し て 成立 し た 
こと を 示唆 し て いる 。 さ ら に 音節 の 「 軽 重 」(->4.) の 対比 が , 韻律 に 
格別 の 魅力 を 添え 与え た と 思わ れる 。 韻律 は 「 非 日 常 的 」 な 特殊 な 技巧 
で あり , マン トラ に 「 実 現 力 」 が zz- (この 語 は 「 実 現 力 を も つ 詩 人 
の 言葉 」 か ら , その 実現 カカ その も の に 比重 が 移っ て 行く ) を 与え る 重大 
な 要素 の 一 つ で あっ た と 推測 され る 。 韻律 は また 韻文 マン トラ の 作成 と 
正確 な 口頭 伝承 を 助け た と 考え られ る 。 文 法学 , 韻律 学 が 後に ヴェ ー ダ 
補助 学 (eggg-) と され , また 各 学 派 に , 正確 な 発音 の た め の 音韻 学 
Pratsakhya が 発達 し た こと は 当然 と 言え よ う 。 

他方 , イン ド に お ける 文字 使用 は は る か に 遅れ て , アシ ョ ー カ 碑文 

(BC. 3 世紀 中 葉 ) に 始ま る 。 音節 文字 (Brahmi 文字 , Kharosthi 文字 ) で 
あり , 先行 子音 ( 単 ・ 重 ・ 複 合 子音 ) を 伴う 母音 を 単位 と する 。 文字 と 
音韻 学 上 の ) 音節 と は , 共に 母音 を 基盤 と する が , 付随 する 子音 の 扱 
い に 関 し て 一 致し な い 。 両者 は また , 韻律 上 の 「 音 節 (な いし 母音 ) の 


ーー 


【 


” gs み o- は 一 般 に 「 不 減 の (も の ) 」 と 訳 さ れる 。 注 10, 注 18 参照 
DRV116424 gg が 2 7 の 7 777e 777 | の 2 s の の 777 が 5 の 7e72 u2 人 の 7 | 
yg w2 ん 277 の の cp の - | の g72 fe sg の 好 7 訪 Gayai の [ 行 ] 
(によって, 讃 王 の 詩句 (4) を 役 は 計り 作る , 讃 王 の 詩句 (4 み ) に よ 
っ て , サー マン ( 旗 律 ) を , Trstubh の [ 行 ] に よっ て , 詩 節 QZZ-) を , 
2 足 , 4 足 の 詩 節 2k) に よっ て , 詩 節 OkZ-) を 。 音 節 (ks み g-) に よ 
っ て , ひと びと は 7 つの 声 を 計り 作る 」 (cf Got⑯, Rig-Veda. Das heilige Wissen. 
Erster und zweiter Liederkreis, 2007, p.299, 302, 740, 744): IT 164, 39 7co ZS の e 
「 讃 歌 の 音節 (4ks4z-) に お いて 」 :X 13.3cd gs の er 77 777772 6 太 7 | 7 人 yo 
7 の 7 が 27 7 p の 277 | 「 音 節 (Zs みみ g-) に よっ て , 私 は これ を 計り 作る 。 
天理 ⑰42-「 ぴ っ た り は まる こと , 規則 正 し い 周期 性 」) の 肝 の 上 で , 私 は 
すっ か り 清 め る 」。 詩 行 は 一 般 に pg-「 足 , 脚 」 つま り 「14」 と よ ば れる 
が ( 〇 つ 注 3, RVI164.24c の 4 cpg2 で は , p222- の 本 来 の 形 で ある 
pe ( 盟 形 pg ) が 用 いら れ て いる と 考え られ る 。 
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量 」, すなわち 「 軽 重 」 の 規定 と も , 子音 の 扱い が 異な る 。 こ の 問題 に 関 
し て は , 3.3. 音節 構造 ・ 音 節 境 界 で 詳 論 する 。 

音 と 音節 と は Pratsakhya で は 通常 次 の よう に 説明 され る : 

音 (gz-) は 母音 (m.wg み 4/5w み og-)” と 子音 (nt yg-) に 分 類 
され る 。 

母音 は 3 種 の 高低 アク セン ト (m.wgz47sw の og- > 注 12) を 持つ : 22- 
「 高 」, gd27- 「 低 」,syg722-「 高 く な っ た 後に 低く な る 」。 原則 と し て 
1 単語 pg-) は udatta な いし svarita アク セン ト を 伴う 1 母音 を 有 す 


子音 は 「 接 触 音 (閉鎖 音 と 対応 鼻音 )」 ぁ pg-,「 蒸 気 音 (fmcatve 「 摩 
擦 音 」) 」 gz- (5 ん ん が 半 母 音 」 Zzz が s7 が 2-277gs が 7 の 7 の に 
大 別 さ れる 。「 接 触 音 」 gr%- に は 計 2 子音 が 属し , 発声 位置 に に より 
S ugg- (42-Y7og-。 の 5 太っ 7 。p の -) に 分 けら れる : 各 varga の 子音 は 発声 
方 法 に より $ 種 に 分 類 さ れる : 1) 無声 非 帯 気 音 : み 2 が 27zg- ニ た 6:2) 
無声 帯 気 音 : み 訪 yg- = 太 , か 旋 , め , な 3) 有声 非 帯 気 音 : 7a- ニ gg の の 
4) 有声 帯 気 音 : cg77g- = g7,。 万, の の 7: 5) 鼻音 : pg7cg772-/4 が が 27767- 三 カカ 
訪 み 及 加 . この 他 に 特殊 鼻音 sv の og- (7 と の 7225 放 2- (が の), 72 が 2-「 子 


* 音 の 分 類 に 関し て は , cf Altindische Grammatik L: Allen p.79-93 (TaitPrs 1 1, 
RkTantra 1 1-4, VjPrs VI 1 作 ). 


^ sw の - (yy の g-) m. は 語根 swy「 音 を 発する , NN 」 の 派生 語 で あり , 「 音 , 声 , 
響き 」, 「 母 音 」, 「( 介 音 の ) 高低 アク セン ト 」 等 の 多義 に 用 いら れる 。 

* TaitPrs19 は visarjanrya (7) を 除く 6 音 と する (竹崎 氏 の 御 指摘 に 感謝 する )。 
* anusvara と anunasika は , 母音 に 後続 する 鼻音 が 特定 の 条件 下 に お いて 変化 
し た も の で ある が , 本 来 の 発現 条件 に 関し て は , cf Hofhimann Aufsatze zur Indo- 
rranistik IT 65S n.1 “7 Anunasika: ved. Vor 7 $ s。 s 7 (und in Sandhtform - statt 
7 の ): 77 Anusvara: vor  Y (nachved. auch 7 る ss が und (als Lesehilfe) statt 
homorganen Nasals vor Plosiven in Kompositonsfuge und Sandhi.” な お TaitPrs II 
30 (ご 注 39 の ,XXIT14 ( つ 4.3.3),CaturA153( つ 43.5.。 注 61),1 83f ( つ 5.3.5., 
注 7⑳ で は , gzz2s 放 g- が 形容 詞 「 鼻 孔 を 通っ て 響く 」 と し て 用 いら れ , 音 
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Qr 


音 間 に 挿入 され る 鼻音 化 さ れ た 閉鎖 音 
ー 注 20) な ど が 数 えら れる 。 


E た は ヵ |( 別 名 ye-「 双 生 児 」 


音節 (nt gks み g-) は sg 「 連 声 」 に より 結合 され 一 島 で 発声 され る 
単語 笑 (eX2- ヵ rg- の Zoo- TaitPrS V 1: 文 で は yati で 区 切ら れる 部 分 ) 
の 基本 的 構成 要素 で あり , 「( 単 独 な いし 子音 等 の 付属 音素 を 伴う ) 

(m.swgz/5y の og-) で ある 」 と 定義 され る (3.4.1.A=4.3.1.A RvPrsT14, 
3.4.1.B RyPrs XVI 17. 3.4.2.Rktantra 46 [5.6] 3.4.4. VjPrs199)。 子 音 は , 
音節 の 胴体 で ある 母音 に 付属 する 手足 (gg-) と みな され る ( つ 3.4.1.B 
RvPrsI13: 3.4.3. TaitPrS XXI 1)。「 子 音 」 (at ug-) 「 塗 り 分 ける 手 有 段 , 
色付け , 塗料 」 は 母音 の 前 後に 付随 し , 母音 を 様々 な 色 ygrzg-, す な わ 
ち 「 音 色 , 音質 : (術語 ) 音素 」” に 塗り 分 ける ( 例 :2 一 ag, 7, 42, みあ , 
7 の , $%2。 77。 76。 7 等 )。 諸 音素 が 母音 と いう 核 に 固定 され て 流動 性 を 失 
い , gs み g- 「 流 れ 去 らち ない , 流動 し な い (も の )」 ( 根 な cz.「 流 れる 」 の 
派生 語 : RV+) と し て の 「 語 の 基盤 」『 すなわち 「 音 節 」 が 成立 する 。 

し か し 「 母 音 が 音 飾 で ある 」 と いう 定義 か ら 乃 える よう に , 音節 と 母 
音 の 区 別 は 不明 瞭 で , Pratsakhya で も 他 種 文献 で も gs の 2- は 「 音 節 」 
と 「 母 音 」 の 両 義 で 用 いら れる (つつ …33.: 4)。 母音 の 持つ 「 他 の 音素 に よ 
り 動 か され ず , 安定 し た 発音 基盤 と な る 」 側 面 が 2s み zg- (nt.) と 表現 さ 
れ , 「 音 節 」 と いう 概念 に 発展 し , 他方 , 母音 の 「 高 く あ る い は 低く 響 


レ 


(m Ag-), 音節 (nt. Zsg7g-), (m weg-) 等 を 修飾 する 。MIA で は 
母音 に 後続 する 鼻音 は , 子音 の 前 お よび 語末 に お いて , 原則 と し て すべ て 
anusvara に 置換 され る 方 向 に 向う (Pischel S 269) 。 母 音 十 anusvara が 韻律 上 
gz-「 軽 」 と 解 息 さ れる 場合 , anunasika「 鼻 母音 」 と (近年 の 研究 者 に よ 
り ) 呼ば れる 習 慣 で ある (MIA に お いて は anunasika を 表示 する 文字 記号 は 
な い )。amnusvara と anunasika の 関係 お よび 成立 発展 過程 に つい て は 古く か ら 
論じ し られ て いる 。Cf Cardona "Deploments ofnasals in early Indo-Aryan: anunasika 
and anusvara ". 


? Cf Allen p.13-16. 
? Cf Scharfe Gramm. Lit p.77 “The unmoving part of the flow (Vsg/) of speech*" 
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く 」 側面 が sz2/sw の 7- (m.) と 表現 され た と 推測 され る 。 

[音素 」 yzg- が 子音 の 場合 は 母音 を 伴う 音節 の 形 で 表示 され る こ 
と か ら , gs み g- は さら に 「 音 素 」 zzz- の 意味 で も 用 いら れる 。Panini 
文法 の 音素 一 覧 表 は , TaitPrs I 1 等 で は Vamasamamnaya, Patajali の 
Mahabhasya で は Aksarasamamnaya と 呼ば れる 。'′ これ に 対す る Bhasya 
未 尾 で Patamjali は Slokavartika1-2 を 引用 し て gsgzg- の 意味 を 解説 し , 
「 消 三 し な い (zz je) 」 流れ な い (zz sg が 」 到達 する (med. Zzz/e)」 
か ら の 語源 説 を 紹介 し た 後 , zcsgzg- は 「 音 素 」 yzzg- を 指す と いう 説 
に 従い ,「 音 素 一 覧 表 」Aksarasamamnaya こそ が 「 実 現 力 を 持つ 言葉 」 
ggp- の 総量 で あり , 本 人 と 両親 に 果報 を も た ら す と 賞賛 する 
(Mahabhasya 1.2: Pratyaharahnika 36,$)。 昌 


7 別名 Prayaharasntrani pg が 7 の 7g- (複数 の 音素 を 2c, z7 の よう な 短縮 表現 
に より まとめ て ) 取り 出す た め の ス ー ト ラ 集 」: 後に は Sivasurani また は 
Mahesvarasutrani と 呼ば れる 。 


18 


gg 万 27 2 人 sg7277 万 (Zsg7o77 7 人 sg777 の 7 (Slokavarttika 1a)》 zg 
太 少 27e 72 5777 Vs777 | (29o7er 7 7O sg777 / (1b)》 67 Vg の 77 
の 7 47 の 7 ん 7 sg7272 の 22Y27 | 92777 人 2 7 の g 人 SG777 2777277 V277 の 7 の 547 が 
(1c)》 Z7 が 2 yo が 7e 7722SP2s7277 7 Sg7777 太 の fe 《 太 7 の 727 
め G7yyg7e || (1d)》 gg 記 4277 が 0277 7 の Gyyo7e || く 777 の 74277 V2BVZSYO 2 の 
の 777 V の 77e | 7297 娘 7 7 の 77277 /2g7y7 娘 7 Copyg7e (Sloka- 
varttika 2)》 || so yg gzv72 の 7272yO 1 ん sg77777 の 77 の 4 の 727 7 
fc2772/427727427772727 記 /42777///277727772 語 2/7/74472 度 427/7//2742 人 77/ 財 除 Y74724222/27////727//27/27272/7 ん 】 
cg) 7 の 76 の 7Zy2 が 7 | 7722P7 が 7 CZ SV27ge /p ん e 7 が ee || 【 音 素 一 覧 表 の 説明 
の 後 で 】 さ て, この (ここ で 教示 され た ) gsgz- と は 何 か ?「2sgz- と は , 

『Xsgrg- (流失 ・ 消 滅する も の ) で な い 』 と 知る べき で ある 」(Slokavartiika 18)。 
[消滅 し な い 」 (zz sgfe), ある い は 「 流 和 失 し な い 」(z2 4 が と いう 意味 
で gsgzg- で ある 。「 あ る い は go7 の 後に -sg- [suffixl が つい た も の が 
gksygg- で ある 」(1b)。 あるいは, go7 (語根 の に , この , unadi に 属す る 
sg の "と いう sufix が [用 いら れ て いる ]。「 到 達する med. Zzze)」 と いう 

[意味 ] が , zsgzg- で ある 。「 あ る い は , 先行 する ( 昔 の ) sutra に お いて 
人 々 は varmna 「 音 素 」 の こと を 言っ て いる 」(1co。 し か し むし ろ , 先行 する 
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3.2. 文法 学 韻律 学 イッ 
Pingala の Chandahsutra に 始ま る 斉 律 学 書 は , 主として 音節 に 基づく 


肖 目 


訓 健 
「 音 節 」 な いし 「 母 音 
も か か わら ず 「 軽 重 」 の 3 ヨ 


音 」 の 語 が 明示 され な い 。 
律 構成 単位 」 と し て 1 (m.) が 用 いら れる (> 4.2.1.)。 
に 関す る 規定 が 無く , 母音 zc- (m.) と 音節 の 区 別 が 


Panmi 文法 ( 


ン ゴ 


間 


学 に お ける 音節 規定 の 相違 


EE を 扱う に も か か わら ず , 音節 の 定義 や 音節 構造 に は 触れ な い 。 ま た 
間 ] の 「 軽 重 」 は 必須 重要 項目 と し て 定義 され る に 


体 で ある g ん sg7 の - nt. 音節 」 や sgog-m. |「 母 


に も ゃ 音節 


後代 の 韻律 書 で は 「 軽 重 」 の 主体 で ある 「| 癌 


曖昧 で ある 。 gks み g- と いう 術語 自体 が 現れ な い が , gzz-「 重 」 と /g7/- 


れ て いる 可能 


を 


昌 い る (3.1., 


「 軽 」 と を 定義 する Astadhyayi 1 4.10-12 で は 中 性 名 詞 2ksgg- が 合意 さ 
E が ある (> 4.1.)。Patajali は yzg- | 音素 」 の 意味 で Zs み g- 
注 18)。 


これ に 対し , Pratsakhya は 音節 Zsgzg- nt. と 母音 gyg- m. を 区 別 し た 上 


で 音節 を 定義 し , 


ある 」 と いう 共通 認識 を 示す (> 3.1. 3.4.1.A, C, 3.4.2., 3.4.④。 他 方 , 音 


[( 単 独 な いし 子音 等 の 付属 音素 を 伴う ) 母音 が 音節 で 


節 の 構造 ・ 境 界 に 関し て は , 学派 に より 相違 点 が ある 。Pratisakhya (お よ 


( 昔 の ) sura に お いて は za- 「 音 素 」 に つい て gsgz- と いう 術語 が 設け 


られ て いる 。 「 何 の た め に 
次 に , 何 を 


L 目 


的 と し て [音素 で ある gsg- は ] 教示 され る の か ? 「 そ こ に 


[音素 で ある gksgzg- は ] 教示 され る の か ?」 (9。 


お いて 実現 力 を 持つ 言葉 (zzgz-) が 展開 する と ころ の 発話 領域 (発話 対 


象 ) は , 音素 zo- の 政 
話 に よ 


稀 で ある 。 そ れ (音素 の 理解 ) を 目的 と し て , [ 発 
り ] 意図 され て いる こと の 理解 を 目的 と し て , か つま た 0 容 
易 さ を 目的 と し て [Zsgzz- 


が ] 教示 され る 」(Slokavarttika 2)。 こ こ に ある , 


その 音素 一 覧 表 syg74277 の yg- が 発話 一 覧 表 Zs の ww- で あり , 


花 開 き , 


の 


実り , 月 や 星 の よ うに 飾り 立て られ た , zzz- (実現 力 を 持つ 言 


葉 ) の 総量 で ある と 知ら れる べき で ある 。 こ れ (音素 また は 音素 一 覧 表 ) を 


は , 父母 が 天界 で 栄え る (zefe)」 ( 尾 園 # 


理解 すれ ば , か つ は 


を 感謝 する 。) 


, 全 ヴ ェ ー ダ に 関す る 善行 の 結果 の 獲得 が 生じ る : か つ 


ES 


リ 一 氏 に 当該 テ チキ スト の 御 指摘 
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び Siksa) に 特徴 的 な , 子音 結合 (sgzzogg-) に お いて , 子音 を 重複 する 
現象 (ん gg-) ” お よび 上 鼻音 化し た つなぎ 音 (Zsg-) を 挿入 する 現象 
Oxgzg-) ” が , 音節 境界 の 規定 を さら に 複雑 に し て いる 。 こ れ ら の 現象 は 
当時 の 発音 の 実態 を 反映 し て いる と 考え られ , OIA か ら MIA へ の 移行 
に お ける 子音 結合 の 音韻 変化 (同化 作用 , svarabhakt 等 ) に 関連 し て い 
る 可能 性 が ある が , この 問題 は 別 の 機会 に 検討 し た い 。 


3.3. 音節 の 構造 と 境界 
3.3.1. 単 子音 


1) 母音 の 前 の 単 子音 は その 母音 と 共に 発音 され , 音節 を 構成 する : 


の 9- 婦 - が . 
2) 体 止 位置 に ある 子音 は 先行 母音 の 音節 に 属す る : yg 砂 czcs7 導 
@-Y277 が . 


3.3.2. 子音 結合 


1) 開始 位置 に ある 子音 結合 は 後続 する 母音 に 属す る : 族 7 な 7, 
7Ay//2 己 /7 選 /27/ 有 


2) 母音 間 で 複数 の 子音 が 連続 する 場合 に は , 原則 と し て , 最初 の 子音 
が 先行 母音 に 属し て その 音節 を 閉じ , 最後 の 子音 


? 文法 学 , Pratisakhya, Siksa の 諸 文 献 に より 規定 が 相違 する 。Prs で は 一 般 に , 
閉鎖 音 十 閉鎖 音 の 場合 は 第 1 子音 の 重複 , 7////y%5 + 閉 鎖 音 の 場合 は 第 2 子 
音 の 重複 を 定め る 。 Cf Renou s.v. krama, Varma p.99-12 (krama の 規定 : krama 
と MIA の 子音 結合 同化 作用 と の 関係 ):Allen p.79: 3.123。 
2 閉鎖 音 ヵ + 鼻音 あぁ ぁ ヵ 7) の 場合 , 鼻音 化 さ れ た つなぎ 音 (先行 子音 
と 同種 の 鼻音 : zo-) が 挿入 され る : TaitPrs XXI 12-14 ( つ 3.4.3)。 な お 
VjPrs I 103 で は yama は 「 閉 鎖 音 と 鼻音 と の 子音 結合 に お ける 先行 子音 の 重 
複 」 を 意味 する (つつ 3.4.4.)。 Cf Renou s.v. nasikya. 
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て その 音節 を 開始 する 。krama と yama を 度外視 する と , 次 の よう 
に な る : sp--。 gg-7 な た 。 77-。 の 7-2 の - 等 。 この よう な 音節 境界 は 音 
節 文字 の 構造 と 一 致し な い 。 音節 文字 (Brahmr, Devanagarrt な ど ) に 
お いて は , 母音 間 の 子音 が (anusvaraanunasika と visarjanrya 類 を 除 
き ) すべ て 後続 母音 に 付随 する (sZ ヵ 4-,-g77-。 た 7 の -, 77770- 等 )。 PrS 
の 中 で , RyPrs は 例外 的 に , 子音 連続 全体 が 後続 母音 に 属す る (sg ヵ - 
等 ) と いう 原則 を 定め , 代替 と し て 他 の Prs と 共通 の 音節 区 分 (sgp- 刀 - 
等 ) も 認め る (っ 3.4.1)。 RvPrs の 規定 が 音節 文字 の 構造 に 類似 する 
こと が 注目 され る 。 


3) Prs で は kmama と yama に よる 子音 の 重 復 や 反 入 の た め , 3 子音 以上 
の 連続 が 頻繁 に お こる 。 中 間 部 の 子音 は , TaitPrs で は 後続 母音 に , 
VjPrs で は 先行 母音 に 属す る 傾向 が 強い に > 3.4.3.3.4.4.) 。krama と 
yama を 除く と , 3 子音 以上 の 子音 結合 は 頻度 が 低い 。 イン ドア ー リ 
ャ 祖語 で は 閉鎖 音 の 3 連続 は 稀 で ある : 3 連続 子音 の 1 つ は 通常 
sonorant で あり , 隣接 する 閉鎖 音 に 引き 寄せ られ る 。MIA に お ける 
子音 同化 作用 の 場合 と 同様 に , 子音 の 抵抗 力 (閉鎖 音 > 歯 擦 音 > 

音 > 半 母 音 カ ゅ の” に 依存 する と 想定 され る 。 


4) TaitPw に よる と (ご 34.3), 第 2 子音 は 一 般 に 先行 母音 に 帰属 する 
(XXIS): し か し , 第 3 子音 が 半 母 音 で 第 2 子音 と 同音 質 (szv み zg-) 
で な い 場 合 , および, 第 2 子音 が 閉鎖 音 ・ 鼻 音 (orsz-) で 第 3 子 
音 が 摩擦 音 (Zszzgz-: sibilant ムカ の また は z ヵ sy- (鼻音 化 さ れ た 
挿入 繋ぎ 音 : XXXI12 お よび 14: > 注 20) の 場合 は , 第 2 お よび 
第 3 子音 は と も に 後続 母音 に 帰属 する (XXI7-9)。 こ の よう な 分 割 
され な い 子 音 結合 は , ギリ シャ ・ ラ テン 韻律 学 の “muta cum liquida" 
と 比較 され うる : 閉 鎖 音 十 流 音 (ギリ シャ 語 ヵ ん ヵ / ラテ ン 語 ヵ の 


2 Cf Geiger 851. 
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は 強い 結合 に より 1 子音 と し て 扱わ れ , 分 割 さ れず , また 先行 する 

短 母 音 を 韻律 的 に 長 (ong by positon') に し な いこ と が ある 。 し か 
し レイ ンド の 音声 学 ・ 斉 律 堂 では, 上記 の 子音 結合 は 2 子音 と し て の 
価値 を 失わ ず , 先行 する 短 母 音 を 斉 任 的 に に 重 (gzz-) と する (> 5, 
S.1., 5.2.. 5.3.) 。 


3.3.3. 現代 の 音韻 論 で は 音節 構造 が 母音 で 終わ る 開 音 節 (eg.cg, 層 ) と 子 
音 で 終わ る 閉 音 節 (e.g. 太 4 の と の 2 種 に 区 分 され る が , 古代 イン ド の 
文法 学 , 音韻 学 , 韻律 学 に は この 区 分 法 が 見 られ な い 。 


3.4. Pratisakhya に お ける 規定 


3.4.1. Rgveda-Pratisakhya“ 

第 1 章 (Samjmaparibhasapatalam) で は 先 に 軽重 が 規定 され , その 中 で 

「( 長 短 ) 両 母 音 た ち が 音 節 た ち で ある 」 と 定義 され る ( つ 43.1.A)。 そ 
れ に 続き , 音節 の 構造 (母音 に 付属 する 子音 , anusvara, visajanya) と 音 
節 境界 が 規定 され る 。 ほ ば ぼ 同 様 の 規定 が 第 18 章 (Chandahpatalam 3) ( 
お いて 繰り 返さ れ , その 直後 に 軽重 の 規定 が 続く (4.3.1.B)。 第 1 章 で 
も 第 18 章 で も 「 母 音 が 音節 で ある 」 と 明言 され る (- RkTantra 46 [IL 5.6] 
VajPrs )。 両 章 と も に , 子音 結合 に お ける 音節 区 分 が 他 の Prs と は 異な る : 
音節 文字 表記 と 同様 の 境界 を 原則 と し ( 1Sb: XV 17, 他 の Prs と 共通 
する 音節 境界 を 任意 選択 と する (15d: XVL 18cd) (3.3.2.2)。 


A) 第 1 章 14(M 18-22: T/V 17-21) [Tristubh] に 43.1.A: 王 3.1.3.4.1.B, 
3.42。3.4.4.) 


o yy sy の 2777 の 77727 sug7 人 7 (1 0 


の je rg の 7 の 7e 7y sg7777 


2 版 に に り ス ー ト ラ の 区 分 ・ 番 号 が 上 異な る :Max Maller (M), Tripathr (T), Verma 
(V)。 本 稿 で は M の 表示 に 従う 
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gz が の 7 の が) が e/27es の 77 「sg7 の DOg の 74SD7 の の の 7 の 27 4 | 


18. (yg7g- m.) た ちの 中 で , 7 番目 を 最後 と する 奇数 [母音 ] た 
ち @⑫ ァ の が 短い GQ.plL.) 。19. 他 の [母音] た らち @ ヵ go, の 
g) は 長い (mpl) 。20. し か し 両 施 の [母音 た ち ] (plL m. ze : 長 
母音 た ちと 短 母 音 た ち ) が 音節 た ち (pl nt. Zsgrg-) で ある 。21. 長い 

[母音 se- m. か ら 成 る 音節 た ち :plLnt Zsg7g-] は 重い Lnt.) 。22 
別 様 の (短い 母音 か ら 成 る ) [音節 た ち ] の 中 , 結合 子音 また は anusvara 
を 後に 持つ [音節 た ち ] ⑪I.nt.) は 同様 で ある (重い ) 。 


B) 第 1 章 15 (M 23-27: T/V 22-26) [Tristubh] 


= 。 23 
の 74SV7O UM77772779777 CS の 7 の 7790777 ⑳| 


②5)1 


= > の 
SP7 の 9777776 PJ ん 77727277 が D 77 の | 


が が 2y7749V27 人 7597777 の 2 "|sgog2 が "cg prg7ge の e の 3| 


23.anusvara と 子音 と は 音節 の 付属 物 ( 肢 : Zzzgzg つ で ある (ご 3.4.3.Tait- 
Pr XXI1)。24. 母音 間 で は 諸 子 音 DL) は 後続 する [母音 ] に 属す る 。 
25. anusvara と visarjanya と は 先行 する (母音 ) に 属す る 。 26. 任意 に , 
子音 結合 (szzyogg-) の 最初 の 子音 は [先行 母音 に 属し て も 良い ], ぞ 
27. また , (子音 結合 の ) 後半 子音 が 重 復 され る 場合 (pge), 2 [ 子 
音 ] が [任意 に 先行 母音 に 属し て も 良い ], ぞ 


C) 第 18 章 17-18 (M1033-1038: TV 32-36) [Sloka] 
SVJ27777777 S の 7749V7777 | 777O VSP27 の "27777 


7277727740777/// 0 較 |1V/| 


009)」 


77772977 ア 74747779Y7P | SV797- 


2 Cf Uvata 計 : RV VI 6814 44 7 が 77 つの 7 の の 7 が 277 の た が 7 が 7 / 
た vg-7 な 7 が 77 (krama を 除く と を が nZ/ の た v ): RV 1 1.1 gz77 放つ gg7777777e = 
gg-8777-77-/6 / の gg-77-7 た /6 (の -877 た / gg-77 が 7 に )。 


2 Cf Uvata 計 : RV VI 75.4 みつ の 7 が 7 ニ の -777/ みな 77 (な 7777/ の -777/ の 7 の : 
RV 1 162.17 p み ss 妨 つの の -sS77 人 7 / の の Ss-7 の 婦 (pg-7S70 婦 / の の の -s7 の 婦 / pg7s-7 が の). CE 
Altimdische GrammatikT p.278:$240 b: Cardona Fs. Kumamoto p.66-68: 9.2.3. 


ー 16 - 


1033. 子音 を 伴う , anusvara を 伴う , ある い は また 純粋 な ( 何 も 伴わ 
な い ) 母音 が 音節 で ある 。1034. 諸 子 音 opL) は 後続 する 母音 に の み 
(eyg) 属す る 。1035. し か し [連続 し て 発音 され る 音素 群 の ] 未 尾 に 位 
置 す る 子音 は 先行 する [母音] に 属す る 。 


と ニョ 。 2 1036 
YS7777 の 77704SV27777 27ee 742777 gksgg ウツ | 


2 cg! sg の ppg7gg7e 7 SI 


SG77 ル Ogg の 75 C 7- 
1036. visaaniya と anusvara は 先行 する 音節 を 分 け 前 と し て 持つ (先行 
音節 に 属す る )。1037. 子音 結合 の 最初 も また 任意 に [先行 音節 に 属し 
て も 良い ]。? 1038. [子音 結合 の ] 後半 子音 が 重複 され る 場合 
(の み co7@ の , 重複 子音 を 伴う [子音 結合 の 最初 ] も また 同様 に [任意 
に 先行 音節 に 属し て も 良い ] (1038)。? 


3.4.2. Rktantra 

母音 の 発音 時 間 の 規定 40-45 (っ 4.3.2.) に 続き , 母音 が Zsgzg- 「 音 節 」 
で ある と 定義 され る (46-48)。 この 順序 は RvPrs 第 1 章 と 類似 する 。 こ 
れ と は 独立 し て , 子音 の 母音 へ の 所 属 関係 すなわち 音節 構造 と 音 館 区 
分 が 考 宗 さ れる (20-26)。 


[音節 の 定義 ] 


46. (IL 5.6.) Zs の 777. 
[40-4S (> 5.3.2.) で 述べ た 諸 音 , すなわち , (svg7g- m.) が ] 
節 で ある ( つ 3.1.3.4.1.A/B,4.3.1.A, 3.4.4.)。 ダ 


中 


ぞ M1037 sogg2 が cg 7. T/V 3 sgzyog2 cg yo cg. M の スー トラ 区 分 
に 従う 。 

る Cf Uaa 計 : [みみ の 奴 27 = g-77。 の - 信 27 の た 太 記 [ 娘 7277| 7777277 デ 
7-7777777。 77-7/2772。 7777 ブ 777. 

ツ Comm. (Rktantravivrti): gksgygsg777277 22 が 7 | go 人 77o の 7 ん 7o 人 2 
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47.( 57) 7 が 


(先行 子音 と 母音 の ) 結合 (w- ぞ ) を も つも の GQ み 妨 - nsg) は [ 


節 で ある ]。? 


48.(IL 5.8) の 


和 ら マ 2 
目 


より 豊富 な (より 多く の 要素 と 結合 し た ) [母音 (zz- m.) は 音節 で 


ある ]。 ア 


[音節 構造 ・ 音 節 区 分 ] 


20.(IL2,10). 2 が 2722777 の 75 の 77729V7 の 777. 


(休止 位置 に ある )” 子音 は 先行 する も の の 最終 母音 を 持つ (て に 属す 


る )。 


21. (IL 3.1) 2 の 24. 


(子音 重複 な zog- に より ) 付 置 さ れ た 音 " も [先行 最終 母音 に 属す 


る ]。 


22 (II 3.2) 727e. 


yo472 か g の 7 が 2 が | [母音 が ] Zs と いう 術語 を 持つ も の (Qt sg. 


な る 。 。 音 の 発音 時 間 を 持つ [母音 ], 2 つの 。 音 の 発音 時 間 を 持つ [ 母 首 


vrddha で ある [母音 ] と いう 補足 が ある 。」 


文法 学 で は 通例 「 複 合 語 」 を 意味 する 。 こ こ で は 子音 と 母音 の 結合 を 指す 


と 考え られ る 。 


2 Comm.: 2 が 7 ug7727e が 727777 77 cg の y Ks 7Zvg7 | 


や Comm.: 7 の 9 cg s22 が が 72O vg77 が en 人 sg777 の 7 が | 7 が の 7g7 


(1.456). 2g777 の 77777 (1.3). 


Comm. : mesz72 の 7 放 の g7 | Do の の 7 pr を (SV 1 276) .… 計 引 


Sgvegg 番号 は Ed. Surya Kanta の 表示 に 従う 。 


] の 


て Comm.: 27427277 C7 7 が 2oY2777 の gw が | の 数 277 (1 15). yyg77 (1 36). 


7 の yg77 (198). 


ー 18 - 


子音 の 前 で [子音 は 先行 最終 母音 に 属す る ]。“ 
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(II 3,3) Zs の 7 の . 


2 種 の anusvara ( 短 母音 な いし 長 母 音 の 後 の anusvara) も また [先行 最 
終 母 音 に 属す る ]。 ず 


24. 


ャ ヨ 


25. 


接触 音 (閉鎖 音 お よび 上 音 ) は 自 


(IL 3.4) 7 を 2 2 の 7 の 77. 
E た は に より 後続 され な い ァ ヶ と 7 も [先行 最 


(IL 3.5) ZS27 se. 


終 母 音 に 属す る ]。 ぞ 


身 に 属す る [ 音 ] sg-( 接 触 音 )“ の 前 


に お いて は [先行 最終 母音 に 属す る ] 。 例 : zg-7e, 7- の 2-sg れ 如 - の 7 、 


26. 


(IL 3.6) 727 7777 (の 7 の の sw の)" の //』 ル 2 


(上 記 sma 20-25 と ) 異な る 子音 は 後続 する 最初 の 母音 を 持つ (て に 属 


“ Comm. e.g. gs fe (1 470). yg pg が 77 (1 424). Ja 7 (1 121). pg ([ 
123). 7z yg7 (1 126). 
す Comm. : e.g. 77772 の gg (1 281). xsg が g77 (1 275). 7774277277g (126). の 7 
7 (1 27). yg77 (1 28). 万 svg7 の yg7o の 7p727 太 gyyg | 注釈 の 最後 に 


anusvara の 音 長 が 規定 され る : 


い 。」 


Cf VjPrSIV 148f ( つ 53.4). 


「 短 (母音 ) の 後 で は 長い 。 長 母音 の 後 で は 短 


* Comm.: pc277e (1 539). 7 (1105).%42 (1291). gg の 7 (1307). 


? Sanrya Kanta は yye を 太 gsve の 略語 と 解す る , cf Rktantram Introduction p.36 
sg テ 万 gsyg (25, 150)。 他 方 RKTantra 15S (IV 2.5) we は sze の 略語 で ある 
(Sarya Kanta loc. cit に は 欠く )。swe= 太 sve や swe=swge も 当該 スー トラ の 


文脈 


(RkTantra 25 その 他 ) の 解釈 が 適切 と , 


こ 合わ な い 。 Renou Tenminologie p.533 s.v. sva “au sens SVaVarelya” 
妃 わ れる 。 Comm.: pg ye 7 の 0 の 


7 の YY の 2742 の 5V7 の の gg が 7 | sg 人 77 を (1.324). gg7e (1.1). 72 の 7 (1.203). の go が 


(179). 


gz の Zsg7 (1.313). の (1.388). 計 釈 の 紀 


] 例 の 中 , yz 罰 yg か 


の go7 は 接触 音 十 接 触 音 で は な く 接 触 音 十 半 母 音 で ある 。 


ツ Comm. pg が (vlLpg2 が ) yy7277 の 7 2 
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する )。 


3.43.Taittirrya-Pratakhya XXI1-16 

krama に よる 重複 , yama に よる 挿入 鼻音 (nasikya), svarabhakt 等 を 考 
慮 し て 音節 の 構成 ・ 区 分 を 詳し く 定 め る 。 子 音 結合 の 最後 は 後続 母音 に , 
最初 は 先行 母音 に , それ 以外 は 先行 母音 に 属す る と いう 原則 を 示す 。 例 
外 と し て , ( 半 母 音 以外 の ) 子音 十 半 母音 ⑦ ヵ 7y) ,sparsa (閉鎖 音 ・ 鼻 
音 ) +asman (855 ん の の 結合 は , 分 割 さ れず に 全体 と し て 後続 する 
に 属す る 。 この 現象 は ギリ シア ・ ラ テン の muta cum liquida の 法則 を 
想起 させ る が ,2 子音 と し て の 音韻 価値 を 保持 する (-> 3.3.2.4)。 


1. ツ 72777 yU7 の 7207777. 
子音 は 母音 (と いう 胴体 ) の 肢 (付属 物 gz-) で ある ( 3.4.1.RvPrs 
115)。 


2.747 の 7 の VM の 777. 


それ (子音 ) は 後続 する 母音 を 持つ (後続 母音 に 属す る )。 


3. 2577277 の 75. 


休止 し た [子音] は 先行 する [母音] に 属す る 。 


4..s27Og の 77. 
結合 し た [子音 ] の 最初 [の 子音 ] は [先行 母音 に 属す る ]。 


5. の 77 CS77777772777. 
後続 [母音 | と 結合 し て いな い [子音 ] も また [先行 母音 に 属す る ]。 
【3 子音 以上 連続 の 場合 , 最後 の 子音 の み が 後 続 母 音 に 属し , 残り の 
子音 は すべ て 先行 母音 に 属す る : 例外 が 7-9 に 列挙 され る 。】 


6. の 7 の 7 の 7 yu27 の 072 人 75 Cg. 


anusvara と svarabhakti (子音 結合 分 書 


| 母音 ) も また [先行 母音 に 属す る ]。 
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7.777729772D270777 の 5 の 2777777. 
半 母 音 (Zzzs が な 7 に より 後続 され , 同類 音 (Gzvzg-: この 場 
合 は , 半 母 音 ) で な い [子音] は [先行 母音 に 属さ ] な い 。 ず 


8.Zs2. 
naskya (後述 12-14 に よる 挿入 鼻音 ) た ち も [先行 母音 に 属さ な い ].”" 


9. の 7 CO5777P7 の 7757749 C67 7 の 9 CO. 

amsman の %. る 5s ぁ ん の に より 後続 され る 接触 音 (gzsg-: 閉鎖 音 + 島 音 ) 
も また [先行 母音 に 属さ な い ], も し 後続 する dsman も また [先行 母 
音 に 属さ な い ] な ら ば ,? 


10. sv77727 sg77777727277 の 7204277277777 の 72C の 7 47776774777. 
samhia に お いて は , svarita アク セン ト を 持つ 音節 の 後 で 、anudatta ア 
クセ ント を 持つ 音節 た ちの 集積 は udats の よう に 聞こ える 。? 


11.7od27 が ZSV27772D27977. 
udatta な いし svarta が 後続 する 場合 は [そう で ] な い 。 


12. 227%2 7777727777 7777277 の 77 77 の 7 の 7 9 


鼻音 (zzg-: sparsa の varga 最終 音 あ あぁ ヵ ヵ 7) に より 後続 され る , 鼻 


\ Ed. Sharma. Mahiseya 計 : jse yo77e 7g (TS 1.1.1), evzy7g74277 GyZ2y の 婦 
(6,1.5), gg7 放 sg ez (2.2.9). 即ち jse-por-e- が 2, -772- の 7-Y2-52-y7: し か 
し 半 母 音 の 連続 で は 7 は 先行 母音 に 属す る gg-z 娘 -scy-9e-yg-277. CE 
Whitney 注 ⑪.379-382) : この 規定 は 他 の Prs に 見 られ な い 。 。 

” Comm.: 7 2 の 92 が 27 (5.2.7), sg が er 7 の 7 が sg742727727 (7.5.23). Sura 12 
に より nasikya 挿入 : ヵ 2 7 人 777277 三 7-77277。 7 如 亡 り > 7 の 7 の 王 7-77o. 
? 接触 音 (閉鎖 音 ・ 鼻 音 ) と nsman の 全体 が 後続 母音 に 属す る 。Comm.: ya7 
sg/7O 5gw7 が (出典 不明 )、 即ち soyo- の 7-w7- な 

^ Cf Whitney p.386 note. 
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音 (27g-) で な い sparsa (すなわち 閉鎖 音 ) の 後 で , 先行 する 音 ( す 
な わ ち 閉鎖 音 ) に 従い (Zzz の ab) nasikya (鼻音 [化し た 閉鎖 音 ]) 
( つ 2.1. 注 20 ) た ち が [挿入 され る ]。“ 


13. 447 27 の 7 6 ん 6. 
それ を ある 者 た ち は yama「 双 生 児 」 た ちと [言っ て いる ]。 


14. 2 の 7 7-7 の -77- の の 7 7797 ん 7777. 
ヵ あ 7 に 後続 され る ヵ 音 た ちの 後に nasikya (鼻音 [化し た ヵ 音 ])( つ 2.1。 
注 20) が [挿入 され る ]。“ 


15. 7ep7O577225 の 7 の ge 76/72SV の 7 の の 2777. 
と msman (5 ん が の と の 結合 で は , ヶ の svarabhaki が [起こ る ]、“ 


77297427/77 注 ク 4277/77//27/2742 
無声 非 帯 気 閉鎖 音 zzzz- 王 3.1.) に より 後続 され る 場合 , krama 
の 場合 に は [起こら] な い 。“ 


Ed. Whitney p.389 notes “の 7 “in their order' is ambiguous". Comm.: 
2927 の ye7 の imstr nasikya に 関し て は cf Renou s.v 

“Comm.: e.g. sg の 727 (1.1.2), gr77777 g7%77777 (6.2.9)。 ry が 7 7 を gg77e 
(4.2.2), ya の 2 2 の 7 が 7eng (5.2.8). 計 の 諸 例 が 次 の よう に 変化 する : 
7 の 77747V の 7 97 の 57777727 V777777 の 2 72 の VM の 7777722. 

ぞ Comm.: e.g. 77Z77 Ke が 7 (2.4.14), 277e (2.1.2), 72v2 が 7 (1.7,1 et al.). 
計 の 諸 例 が 次 の よう に 変化 する : Zzz gp の 7e, 7277 の -. CE Mi に お け 
る 子音 結合 変化 の 過程 : ai が 72- ( ビ pa.) > pra. 2Z7772772-/ の 7 の 7-/ 

7 の gg-: ASoka 碑文 Girmar の 婦 7g7 の -/ の 27 の -, 27797 の -/ の 77 の 779-。 Kalsr 
27 の og-, Mansehra 42777 の -, Shahbazgarhi 72774777-. 


や Comm.: e.g. 4 が 52Z777427725g77 7g7e (2.5.4). 2 が eZ wo7sg7 (5.4.4), 
pg7sg77 7 人 2 72577 人 2 (2.5.7). 例え ば *777%2- > * の 7 が 5 の -。*77SG7 ニ 
*v7757 が その の 7757 ン の 779977. 


? krama の 意味 に 関し て は , cf Ed. Whimey p.393f 
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3.4.4. V 呈 asaneyi-Pratisakhya 199-106 

母音 間 の 連続 子音 が 先行 音節 に 属す る 傾向 が TaitPw より さら に 強い 
TaitPratS XXI 7-9 デ VjPraG8 T 103-105。T 103 に お ける yama は , Uvata 
Bhasya の 例 で は 「 子 音 結合 (閉鎖 音 十 鼻 音 ) お ける 先行 子音 の 重複 」 を 
意味 し , TaiPrs XXI 13 「 先 行 子音 に 対応 する 鼻音 に 7 ヵ 2s-) の 挿入 」 ( つ 
3.43。 注 20, 注 43, 注 御 ) と 異な る 。 


99. yro "Sg7777. 
母音 が 音節 で ある ( つ 3.1..3.4.1.A/B , 4.3.1.A , 3.4.2.、3.4.5.)。 


100.s272 の 2 か 77727777. 
骨頭 に 位置 する 諸 子 音 を 伴う 母音 [も 音節 で ある ]。 


101.7727275 c2y2o77277. 


また 休止 位置 に ある 後続 [ 諸 子 音 ] を 伴う [母音 も 音節 で ある 」。 


r 


102. og の の 77 7Y257. 
子 普 結 合 の 初め の 子音 は 先行 [母音 ] に 属す る 。“ 


103.)47 Cg. 


yama (鼻音 の 前 で 重複 され た 子音 ) も また [先行 母音 に 属す る ]。“ 


104. 忌 の 7 の 7277 C の . 
krama (子音 結合 に お ける 後 の 子音 の 重複 ) に より 生じ た [子音 ] も ま 


7 Uvata : g*-yo7. Jyotsnavrtti: 756 た 7. 

や Uvata: D2 が 2 7 人 277 (VS 13.25) | zouZy272 人 7 sg7OgO | 2 が 7 
777 7 人 2 772 人 7 7772729 人 | 「 例 えば 277 (VS 15.25) の よう 
に 。 ん 音 の 重 復 と ヵ 音 と (3 音 :pl) が 子音 結合 で や る 。 そ の 場合 , 双子 で あ 
る 2 つの ん 音 が 先行 [母音 ] に 属し , ヵ 音 が 後続 [母音 ] に [属す る ]。」 
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た [先行 母音 に 属す る ]。“ 


105. 7257772C CO7/277777 5 の 7S@. 
その [krama に より 生じ た 音 の ] 後に 続く [子音] も また [先行 母音 に 
属す る ], sparsa (閉鎖 音 お よび 鼻音 ) の 前 に ある な ら ば ,” 


106. Zs77772 CO. 


休止 位置 に ある 子音 も また [先行 母音 に 属す る 」。 


3.4.S. Caturadhyayika TSS-SS。 93 


55. の の SU7 SV の 7 の 5 の PU277 の 29777. 


諸 子音 は 後続 する 母音 に 属す る 。 


56. 97 の g の 7 の 725 の . 
子音 結合 の 最初 [の 子音 ] は 先行 する [母音] に 属す る 。 


57. の の の 277 C の . 
語末 (pg み g-) [子音 ] も また [先行 母音 に 属す る ]。 


58. 7eP2-/72- 人 277- 炉 の 7297777 C7. 
ヶ 音 ま た は ヵ 音 L に 後続 する 子音 ] の krama (重複 ) か ら 生 じ た [子音 
も また 先行 母音 に 属す る 1.『 


” Uvata: p み の 977 (VS 15.4), ys-y 婦 7 (VS 16.38): Jyotsna: rv の 7. (の を た ん: 
cf: RkPrSI 15d= ニ XVIII 18d。 

? Uvata (= Anantabhatta): p の sg-7y (VS 23.40) チ Jyotisnavrtti が ss-7 の 人 7 (VS 
25.40).、 スー トラ は krama に よる 2 重子 音 の 後に sparsa (閉鎖 音 ・ 鼻 音 ) が 続 
く 場 合 を 規定 する が , Uvata の 例 は sparsa の 前 の 子音 で は な く sparsa 自身 が 
krama を 起こ す の で 不適 切 で ある 。Jyotsnavrtt の 例 が 適切 と 思わ れる 。 
た 人 2 が が 7-77g77: CE RkPrs 1 1Sd (3.4.1.B) = XVII 18d (3.4.1.C) : VsPrs I 
104 (3.4.4.). 
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93.svaro ksaram. 


母音 が 音節 で ある (ご 3.1。3.4.1.A/B, 4.3.1.A, 3.4.2. 3.4.4.) 。 


4.「 軽 」/zeZzz- (adj/nt./m.) と 「 重 」 gzzz- (adj/nt./m.) 


ヴェ ー ダ 韻律 は 音節 か ら 構成 され る 。 
元 来 , 音節 の 数 と 休止 位置 , 言い 換え る 


諸々 の 韻律 を 区 別 する 指標 は , 
と , pada の 数 と 各 pada の 保有 


する 音節 数 で あっ た 。 音 節 は 母音 と それ に 付随 する 諸 要 素 (子音 な ど ) 


の 集合 体 で ある 。 韻律 を 同定 する た め に 
る こと は , 実質 的 に は , 母音 を 数 える こ 
る 度 に 音節 が 変動 増減 し て は 韻律 が 成り 


, 構成 単位 と し て の 音節 を 数 え 
と に 他 な ら な い 。 詩 節 を 朗 唱 す 
立た な い 。 そ れ 政 に , 発声 朗 唱 


の 条件 に 関わ りな く 「 流 動 し な いも の 」 gs み g- (nt) が 音節 と され る (> 


3.1.)。 子音 な どの 付随 要素 は 流動 的 で あ 
中 核 で ある 母音 だ け で ある か ら , gs の 7- 


り , 「 流 動 し な いも の 」 は 音節 の 
(n() 「 流 動 し な いも の 」 は , 「 音 


節 」 を 意味 する 述語 で ある と 同時 に , 韻律 を 作成 ・ 使 用 する 現場 に お い 
て は , 事実 上 「( 韻 律 構成 単位 し し て の ) 母 音 」 を 指す こと に な る 。“ 恐 ら 


く こ の 曖昧 さ を 解消 する た め に , 後代 の 


韻律 書 で は gs- (nt.) 「 音 節 」 


で は な く が g- (m.) が 「 議 律 構成 単位 | と し て 用 いら れる (_ 4.2.2. 


423.) 


と ころ で , 母音 自身 の 長短 写 付随 する 子音 等 に より , 1 つの gs み g- 「 音 


節 」, な いし 「( 韻 律 構成 単位 と し て の ) 
相違 する こと は 古い 段階 か ら 気 付か れ て 


母音 ) を gc- 「 軽 い (も の nt.m.)」 あるいは gzzz-「 重 い (も の nt/m.)」 


の 2 種 に 大 別 す る こと は , 既に Panmi に 


母音 」 の 発音 に 要する 時 間 量 が 
いた よう で ある 。 音節 (な いし 


規定 され , 当時 , 広く 普及 し て 


いた と 思わ れる 。/g7- と gz- と は 文法 


学 ・ 音 韻 学 で は 中 性 で 用 いら れ 


そ た と えば Nidanasatra 1 1, 15-17 で は , gg- が , 導 の 長 さ を 表す 形容 詞 
gsyg- 「 短 い 」, sg- 「 長 い 」 を 伴う (cf Webwer IS VIILp.84,p.87f)。 Rktantra 


43f も 同様 で ある ( つ 532) 。 
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gsgzg- に 対応 する が ( つ 41.。 43.) 


立 ロ ン ヨ 


> E 介 


E 学 で は 男性 で 用 いら れる ( つ 


4.2.)。 な お 、VjPr$ で は gz- に 対応 する 条件 下 で , yg- 「 母 音 」 が 2 mata 


持つ と 規定 する ( つ 43.3)。 


マデ 
日 


ら 


「 軽 」「 重 」 の 規定 の 特徴 は , 長 母音 より も 発 


時 間 が 長い 延長 母音 ヵ 7-,adj.p4-) や vrddhi 母音 , ある い は , 


自 


て 


学 に お ける 音節 の 構造 ・ 境 界 (つっ 3. 


に 後続 する 子音 結合 の 子音 数 が 3 以上 の 場合 な ど を 特別 視 せ ず , すべ 


ーー ー テ S.) の 規定 と 関 軸 せ ず , 組 談 が 見 られ る 。 
韻律 で は 「 軽 」「 重 」 と いう 対比 だ けが 重要 で あり 


化す る こと は な か っ た ( 清 
」「 よ り 軽い 」「 軽 い 」 と いう 4 種 の 


\ い \ 


韻 学 で は , 例 


「 重 」 に 包含 する こと で ある 。 韻律 に お ける 「 軽 重 」 の 規定 は , 音韻 


) お よび 諸 音 素 の 発音 時 間 (マー ト 


, それ を さら に 細分 
外 的 に RvPrs で 「 よ り 重 い 」「 重 


マデ 名 


導 節 に 区 分 され る > 4.3.1.)。「 発 


音 に 要する 時 間 」 と いう 観点 か ら は , 「 重 」 は 「 軽 」 の 2 倍 で ある , す な 


わ 
避 


韻 変化 (いわ ゆる 「 マ ー ト ラー の 


の 


ち 「 軽 」 は 1mata, 「 重 」 は 2matra と され る (->4.3.4.,5.2.)。 「 軽 」 「 重 」 
いう 単純 化 さ れ た 対比 の 育 景 に は 中期 イン ドア ー リ ヤ 語 に お ける 音 


日 常 語 が すでに MIA の 


と 則 」) が 存在 し た 可能 性 が あり , 当時 


注 8 注 34.6)。 ヴェ ー ダ 期 を 通じ て , 四 』 


欄 


( こ 


段階 に あっ た こと を 推測 させ る (っ 1., 5.3.4.B, 
の 音節 の 組み 合わ せ に より 多 


な リズ ム が 生み 出さ れ , 特定 の リズ ム が 特定 の 場所 に 固定 され る こと 


より , ヴェ ー ダ 韻 律 か ら 叙事詩 や 古 ! 


る 。 


4.1. 文法 学 
Panini Astadhyayr (BC.380 頃 ) で は 中 性 名 詞 gzz- 「 軽 」 と gz- 「 重 」 


が 旨 律 上 の 軽重 」 と 同じ 意味 で , それ ぞ れ 複数 回 使 


-12 に 定義 が 見 られ る : 


10. 太 svg77 /2g777. 


サン スク リッ ト の 音律 が 発展 す 


H さ れ て いる 。14.10 


短い [母音 か ら 成 る も の ] (音節 zsgo-) (at. sg.) は 軽い 。 
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11..527 ル oge 87777. 
[短い 母音 か ら 成る も の ] (音節 zks-) は 子音 結合 の 前 で 重い ,“ 


12. が g72777 の. 
長い [母音 か ら 成 る も の ] (音節 2s み go-) も また [重い ] 。 


Panmi 文法 で は 母音 は 男性 名 詞 zc- と 表現 され , 短 母音 , 長 母音 , 延長 
母音 は 男性 形 で 現れ る : nom.sg. sug の 72 27 (5.1.: AstdhyayI 
12.27f). 上 記 ス ー ト ラ に お ける 中 性 形 nom.sg. Zsyg7。 が g77777。 7297777。 
gg は 、「 母 音 」 gzc-m. で は な く 「 音 節 」gksgzg-nt に 対す る 形容 詞 に 由 
来 す る 中 性 名 詞 と 理解 され る (っ 32.)”。 Zsg7g- の 語 そ の も の は Panini 
文法 に 現れ ず , 何ら か の 理由 に より 使用 が 回 避 さ れ て いる 。 


4.2. 韻律 学 

4.2.1. BC. 1-2 世紀 頃 の 成立 と 推測 され る Pingala の Chandahsua で は 
Panini より 詳し い 規 定 が 第 1 章 (Weber 第 2 章 ) に 見 られ る 。7(/) = ag7c- 
「 軽 」, g(g の )=gzz-「 重 」 と いう 術語 が 男性 名 詞 と し て 用 いら れる 。「 軽 
い 」 な いし 「 重 い 」 主体 が 何 か 明 示さ れ な い が , 男性 形 で ある か ら 中 性 
名 詞 sg- 「 音 節 」 は 排除 され る 。「 文 未 に ある 」「 子 音 結 合 に より 後続 
され る 」「Zeg」 と いう 文脈 か ら , 男性 名 詞 zzz-「 母 音 」m. を 指す と 推 
測 さ れる 。 さ ら に 1guru=2laghu と いう 原則 が 示さ れる 。 


A) 19-13 = Weber 1, 21-25 (II 9-13: p219) 


9.g7/ 


? CE ギリ シア ・ ラ テン 韻律 の “ong by position”「 子 音 結合 の 前 の 短 母 音 が ( 連 
続 子音 の 前 と いう ) 位置 に より 長い 」。 


^ Bohtlingk 訳 は 母音 と する 。 
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gg [の よう な 音 (母音 m)] は 軽い (m. 一 13.7。 


10.g 27e. 
[それ は ] (pada) 未 に お いて は 重い (m. 一 13.s2)。 


11.2 か 2 の 7. 
gp. (等 の 子音 結合 ) を 後続 に 持つ (母音 m. は ) [重い ] 。 


12. 7e. 
ヵ e の よう な [母音 は 重い ] 。 


13. az 527. 
それ は (重い 母音 は msg.)” 2 つの 軽 [ い 母 音 ] (m.du.)) で ある (に 


B) Halayudha 往 冒頭 = Weber 1.7-8 (SuraI4:p.211)” [Arya] 


の 7g702777 SG の 78 の の の 7 74777 47277 7 の 77272777 745777 の 72777 (V.1. 772 の 772777) | 


S の 29V7777 C9 772777 n7C77 の vg5 の 76 の 7 /2g7277 の 77 | 


長い ( 身 音 ) , 子音 結合 を 後に 持つ (母音 ), 同様 に 延長 され た (母音 ), 
子音 を 最後 に 持つ (母音 ) , 摩擦 音 ( 燕 気 音 sz- m.: sibilant visarjanya 
等 ) を 最後 に 持つ (母音 ) , そし て anusyara を 伴う (母音 ) , [これ 
ら を ] 重い (母音 ) で ある と , また , どこ で あれ 休止 位置 (ygs み -) 


* Halayudha 計 : sz sg 人 7o の 辺 7 の 7 か gg7777 の 777 の 27 /2 人 27o 太 7 g77 の 772Vy. 


? Weberp.209 は Pingala Chandhsutra に 属す る 一 次 的 成立 の Paribhasya で ある 
と する 。Ed. Kedaranatha, Bd. Simharaya, Ed. Jivanandavidyasagara で は RM 
計 の 冒頭 に 置か れる 。Ed. Biliotheca mdica で は Halayudha に 対す る 脚注 に 現 
れる 。 
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で は , た と え 軽 い 終結 を 持つ (母音 ) で も [ 
(先行 スー トラ 3. の ] 。 


4.2.2. 紀元 後 6 て 9 世紀 頃 に 位置 づけ られ る Jayadevacchandah で は , 音 
節 に 基づく 韻律 の 構成 単位 と し て , Zs み g- | 音節 」 7) で も sg- 母音 」 


(m) で も な く , 万 


h 


ほほ いと 理解 すべ き で ある 


777- (m.) を 用 い , その 軽重 を 規定 する (3-7。 「 重 


い 」 万 の 7 が 7- は 2matra と 等 結 さ れる 。 


3.77977 の 777 が 


7 が 7 が g- (m.) 「 韻 律 測定 単位 」 は, 軽く , 直線 記号 (| ) で ある (表記 


され る ) 。 


4.127e gv2767. 


ある い は 重く , 


H 線 記号 ⑤) で ある (表記 され る ) 。 


77744 の 47272///2742// 月 


子音 結合 等 を 後続 と し て 持つ [zzz7-] は [重い] 。 


6. の 77 の 74727 C の . 


長い [母音] と 延長 され た [母音] も また [重い ] 。 


7. の 72 が 7 の 357. 


これ (重い 772- m.) は 2matra を 持つ 。 


4.2.3. 紀元 後 11 


や , 上 音節 に 基づく 音 有 


を 規 定 す る Oo 


世紀 頃 の 成立 と 推測 され る Kedarabhatta の Vrttaratnakara 
ま の 構成 単位 と し て 廊 娘 が g- (m.) を 用 い , その 軽重 


Kedarabhatta Vrttaratnakara19 [Sloka」 


SG777SV の 7 の VS の 72777 の | の 7g77o J24472 の 75 C の ア 7 | 


層 p2d2e sg g vo「 訪 eyo 7yo が 77 が o 77 | 
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anusvara を 伴う , visarga を 最後 に 持つ , 長い (母音 か ら 成る ) , また , 
結合 し た (子音 ) を 後に 持つ 場合 , あるいは pada 未 に ある 場合 , これ 
音律 構成 単位 m 7 ヵ Z ヵ 2-) は 重く , 曲線 記号 で ある 。 他 の 韻律 構成 
単位 (m. 2 が 2-) は 軽く , 直線 記号 と 理解 さん る べき で ある 。 


4.3. PratGisakhya 
音節 の 軽重 に 関す る 規定 は RvPrs 第 1 章 と 第 18 章 , RKTantra, TaitPrs 
第 22 章 の 末尾 2 詩 節 (14-15) お よび CaturA に 現れ る 。 い ずれ の 場合 も , 
母音 の 長 さ に 関し て , plutapluti へ の 言及 を 欠く こと が 注目 され る 。 
韻文 で ある た - を 対象 と する RyPrs が , 韻律 上 , 重要 な 役割 を 果たす 
「 音 節 の 軽重 」 を 考察 する の は 当然 と 考え られ る 。 大 部 分 が 韻文 で ある 
アタ ル ヴ ァ ヴ ェ ー ダ を 扱う CaturA も 同様 で あろ う 。 szz ヵ - を 対象 と する 
RkTnra の 軽重 規定 は 短く 不 完全 で ある 。 ヤ ジュ ル ヴ ェ ー ダ で も た - 等 
を マン トラ と し て 用 いる の で , 「 普 節 の 軽重 」 を 論じ る 必要 が あっ た と 思 
われ る が , TaitPrs 第 22 章 14-15 の 記述 は 二 次 的 な 補遺 の 可能 性 が 高く , 
特に 最後 の 15 は 最も 新しい 段階 に 属す る と 考え られ る 。 
白 ヤ ジュ ル ヴ ェ ー ダ 学派 に 属す る VjPrs は 「 軽 重 」 に は 直接 触れ ず , 
guru に 相当 する 条件 下 で 「 母 音 が 2 マー トラ ー を 持つ 」 と 表現 する 。 「 軽 
重 」 の 規定 が 既に 普及 し て お り , 言及 の 必要 が 無く な っ て いた が , 「gum 
三 2 マー トラ ー」 と いう 理論 は まだ 新しく , 述べ る 必要 が あっ た の で は 
な いか と 推測 され る 。 


4.3.1. Rgveda-PraGsakhya 1 14,XVIII 19-20 

RvPrs で は 第 1 章 に お いて , 母音 の 長短 の 規定 と 音節 の 軽重 の 規定 に 
挟ま れる 形 で , 「 母 音 が 音 節 で ある 」 と いう 音節 の 定義 が 現れ る ( つ 
3.4.1.A)。 第 18 章 で は 音節 の 構造 ・ 境 界 の 規定 ( つ 3.4.1.B) に 続き , 軽 
重 が 扱わ れる 。 guru と laghu に 加え て , garyas 「 よ り 重 い 」 と laghryas 「 よ 
り 軽い 」 音節 が 規定 され る 。 韻 律 上 の 概念 で ある guru と laghu と が , 音 
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韻 論 の 立場 か ら よ り 厳 密 に 理論 化 さ れ て いる 。 


A) 第 1 章 14(M 18-22: T/V 17-21) [Tristubh] (一 3.4.1.A) 


79 / 太 SD277 5 の の 27797 spg7 人 7277 | 7 の 7 の め e py gsg7g が の | 


gz が の 7 の が) ん が e/27es の 77 「 sg が 0g の 274SD7 の の 7 の 7 4 | 


18. (yg7g- m.) た ちの 中 で , 7 を 最後 と する 奇数 [母音 yg7z-] 
た ち @⑫ ヵ 7) が 短い (m.pl.) 。19. 他 の 母音 (ygzz- m) た ち か た , 
ヵ eo,gz 2) は 長い (mpl.) 。20. し か し 両方 の [母音 た ち ] (ptL m. z2/e : 
長 母 音 た ちと 短 母 間 た ち ) が 音節 た ち (plL nt. Zsg7g-) で ある 。21. 長 
い [母音 yg- m,. か ら 成 る 音節 た ち : plLnt gksg7og-] は 重い Lnt) 。 
22. 別 様 の (短い 母音 か ら 成 る )[ 音 節 た ち ] の 中 , 結合 子音 また は 
anusvara を 後に 持つ [音節 た ち 」(pL nt) は 同様 で ある (重い ) 。 


B) 第 18 章 19 (M 1039-1042: T/V 37-40)- 20 (M 1043-1046: T/V 41-44) 
[Sloka 


g7Y 人 sr の 77 2 が 7 


041) 


79 Ce/ S の 77Og0 7477277 0 | 
タン に 。 ぁ (104⑫) 
の SV の 2 2 597D の 5 の 77 の 2 の 2 の の 29-5 の 7Og の 7 9|| 


音節 は (原則 と し て ) 重い (1039。 短 母音 [か ら 成 る 音節 は ] 軽い , 
も し 子音) 結合 が 後続 し な いな ら ば (1040), そし て anusvara が [ 後 
続 し な いな ら ば ] (1041)。 結 合 と いう の は 子音 の 結合 で ある と 知る ベ 
き で ある (1042)。 


(043) 


g777 の 7977777 gg77j725 77/ 馬 7// SV27777777 pgve7 の 」 


00917zgzo 7 が 277e の 0 | 


長い [母音 か ら 成る 音節 は ] 重い (1043)。 し か し も し 子音 を 伴 え ば , 
より 重く な る (1044)。 子 音 を 伴 う 短 い [母音 か ら 成 る 音節 は ] 軽 い (1045)。 
子音 が 無けれ ば [その 音節 は ] より 軽い (1046)。 


/Zg777/ ygVU777777777 777SV7777 
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4.3.2. Rk-Tantra 49-S0 
guru を 規定 する が 不 完全 で あり , また , laghu の 規定 を 欠く 。(6gzyog, 


ze の eg7277 は sg が g76 2277 に 短縮 され 中 性 名 証 


49. gz 777. 


子音 結合 (yz ヵ =sgzpogg') の 前 で は [音節 は nt 


0.(IL 5,10) gz7 = の sg7277| . 


司 と し て 用 いら れる 。) 


] 重い 。 


長い [母音 ( 長 母 音 ・guna・vrddh)” か ら 成 る 音節 m] は [重い ] 。 


4.3.3. Taittirmya-Pratsakhya XXII 14 [Tristbh/Jagafl-15 [Sloka] 


14 と 15 と は TaitPrs と し て 例外 的 に 韻文 で あり , 二 次 的 な 補遺 の 可能 
性 が 高い 。15 (Sloka) は 14 (TrisbhJagaf) と 内 容 が 重複 し , 14 より 更に 


後 
の 77 
の 77 


nt. 


の 追加 と 推測 され る 。14 syogg-7 の 7 15 
729z777 :: 15 7- の 2045V の の -y の 7 の 7777 の 対比 に 潮 


@-S9777O89- の 77Y7777。14 


E 意 。 TaitP'* に お いて 


7252- は 形容 詞 「 鼻 孔 を 通っ て 響く 」 と し て ) 
gsgg- | 音節 」 を 修飾 し , 具体 的 に は 「anusvara 


57 


る 


H い られ る 。” 14 で は 
を 伴う 音節 」 を 指す 。 


Cf satra 27 (IL 37) sz sp ビ sogg7]. 結合 され た 子音 が syogg- で あ 


の | 


\ Comm.: の 7277 2 g777 た 77 が 272 の 2 が | eo 7 7 の の の の 7 の | 


39 


の ] 
[ 


Cardona Fs. Kumamoto p.45 (: 7.4.2 d.) n.11 
Cardona loc. cit. 


Cf TaitPrs TI 30 Zzzov7o7777 7077 が が 27 「anusvara 


音 た ち (zo- m. cf 先行 詩 節 )] で ある 」。Cf Ed. 


cc 


お よび [閉鎖 音 列 vaga 


最後 の 音 た ち (鼻音 : あ みあ ヵ ヵ ) が , 上 鼻孔 を 通っ て 響く (zzzZs 放 7-) 


Whitney p.66-70, p.401: 


6 (Whitney loc. cit へ の 反論 ) 。 
.. the metre of the verse would be more appropnate with 


2777SV27772 instead 7 が 72s7777 に は 同意 し が た い 。 7 が ss7277 (に 
よる Jagafpada の Tristubh 詩 節 混 在 と は 珍し く な い が , Cardona の 提唱 する 


Zs (は Tristubh と し て 異例 の cadence---- (guru 4 連続 ) を 示 
し , 韻律 的 に より 不適 切 で ある 。 
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この よう な anunasika の 用 法 は CaturAIS3 (4.3.5., 注 61) お よび IS83f 
(ご 5.3.5., 注 79) と 共通 する 。anunasika と anusvara 全般 に つい て は 注 
14 参照 


14. 2 2 の 277 の の 77777 77 77 CD7 777 S277 の 5 の - の 77P2772 7 7777Z7777777- 
sk | 6277 27 の 7 の 777 Mc co7esg の の y の 7 の 77 2 ag7 が 77/ 

子音 を 最後 に 持つ [音節], また 長い [母音 か ら 成 る 音節 ], 子音 結合 
に 先行 する [音節 ], 同様 に 鼻 乾 を 通っ て 響く (zzZs7 が 7-) [音節 」 
(anusvara を 伴う 音節 ) これ ら す べ て は 重い と 知ら れる べき で ある 。 
残り の , これ と 異な る [音節 た ち ] は , それ 故 , 軽い 。 


15. 2-yy2 妨 72727777 J7 777yU の 77 の -S7 の 59- の 7772 C7 J727 | 


の 7-977SD が gs の 7 の 2 人 77 「e/27 gg7 7 の og | 

子音 を 最後 に 持た な い [音節 ] は 軽い , 子音 結合 に より 後続 され な い 
[音節 ] も また [軽い ]。anusvara と 結合 し て いな い [音節 も また 軽 
い ]。 こ れ を 軽い [音節] と (君たち は) 理解 せよ 。 


4.3.4. Vjiasaneyi-Pratisakhya TV 109 

「 軽 重 」 の 規定 を 欠く 一 方 , 韻律 上 「 重 」 と され る 条件 下 に ある 「 母 音 
が 」2 マー トラ ー を 持つ と 規定 する 。" 諸 音 素 の 発音 時 間 と し て の マー ト 
ラー 規定 ( つ 4.3.4.) と は 独立 し て , 韻律 次 元 で の 母音 の マー トラ ー 規 定 
が 現れ る (4.2.3.)。 


S977O89- の 77V2-YJ4277/ の 7277725 の 729-50727 yV77 の の 7 が 97. 
子音 結合 の 前 に ある , [また は ] 子音 で 終わ る , [また は ] 休止 位置 
に ある , 母音 た ちら は 2 マー トラ ー を 持つ 。 


の Cf Allenp.86n4. 
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4.3.5. Caturadhyayika (Ed. Whitney) 151-34 


TaitPrs XXII 14f ( つ 4.3.3.) に 類似 し , Zzz が 放 2- の 用 法 も 共通 する 
ご 注 61)。 


51. 太 qyV777 /2g7 57777 の 66. 
短い [母音 か ら 成 る 音節 : nt. 2cs み o-] は 軽い , 子音 結合 の 前 で な けれ 
ば 。 


52. gy 77 
他 の [音節 ] は 重い 。 


53. g72277 の 95727 Cg. 


鼻孔 を 通っ て 響く (zz2s 放 2)" [音節] も また [重い ]。 


54. 2777e Cg. 
また 語末 に お いて も [音節 は 重い ]。 


9 TaifPrS TL 30 (一 注 S9, XXII 14 (一 4.3.3), CturA 1 83f (一 53.5.。 注 7⑨ 
と 同様 に , anunasika- が 形容 詞 「 鼻 也 を 通っ て 響く 」 と し て 用 いら れる 。Cardona 
Fs. Kumamoto p.46f (: 7.4.4) は 異な る 見 解 を 示す : “Moreover, a nasalized vowel 
(の 72779577777) also is called gz774。 as is a VOwel im wordfinal (gd77e) poslon. That 
js, the nasalized vowel of gsg7 "danger' (abl. sg.) is phonologicalhy a short 
Yowel but metrically the fist syllable of this item counts as heavy.” 即ち anunasika 
を 「 鼻 母音 」 と 解 し , 音韻 的 に は 「 短 母音 」 で ある が 韻律 上 は 「 重 」 と みな 
す と いう 二 重 規 範 を 説く が , この 解釈 に は 無理 が ある (ご 注 7⑳。 また , 
Deshpande p.189 Note が 述べ る , 中 期 イ ンド アー リャ 語 に お ける anusvara と 
anunasika と の 区 別 (先行 母音 を 重 ま た は 軽 に する ) は , ここ で は 問題 と な ら 
な い 。 
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$. マー トラ ー 砂 好 「( 発 音 に 要する ) 時 間 単 位 」 の 成立 と 発展 


S.1. Panini 文法 で は 母音 の 長 さ と し て 3 種 ( 得 が 4sye-, 長 旋 sg-, 延 
長 pzz-), さら に (音節 の ) 軽重 (ze7-/gz7z- つ 4.1.) が 規定 され る 
が , マー トラ ー z み と いう 術語 (女性 名 詞 ) な いし 概念 は 現れ な い 。 


ー を と に ご っ 


Astadhyayi 第 1 草 2.27f 


27.77o (7-7 け - 76) 7 sw7- の 7g702- の /4727. 
ぁ 7 また は plutaz の 発音 時 間 を 持つ 母音 (Zc-m.) は , 短い , 長い , 
また は , 延長 され た [母音 | (sg.m) で ある 。 


28. 2cg Cg. 


そし て [それは] (gc-) の 代わ り に [適用 され る ] 。 


$.2. 韻律 学 で は , /g7z- 「 軽 」 (男性 名 詞 ・ 形 容 詞 ) は 1 matra, gz7zz-「 重 」 
(男性 名 詞 ・ 形 容 詞 ) は 2matra と みな され る (っ 4。 4.2.1-4.2.3.) 。 
音 ・ 子 音 等 の 個々 の 音素 が 持つ マー トラ ー 数 は 考慮 され な い 。 


Pingala の Chandahsuta は マー トラ ー に 基づく 韻 律 (Arya 類 Vaimhya 
類 , Marasamaka 類 ) の 定義 に , 術語 と し て xy- で は な く /ag/z- 「 軽 」 
を 用 いる 。MIA 韻律 の 特徴 で ある 7g- と いう 概念 ・ 語 の 忌避 は , ヴ 
ェ ー ダ 補助 学 Vadanga と し て の 保守 性 を 反映 し て いる と 思わ れる 。 


S.3. Pratisakhya 文献 に お ける matra 規定 

TaitPrs 第 1 章 で は , 「 発 音 持続 時 間 」 を 表す 術語 と し て zz で は な 
く 太 gswg-「 短 い (母音 の 長 さ )」 が 用 いら れる 。TaitPrs の 他 章 お よび 他 
学派 の Prs で は , 母音 の 発音 時 間 の 単位 と し て ヵ z ヵ 婦 - が 使用 され (1 hrasva 
=1 mata), さら に , 子音 , anusvara と anunasika, visarjaniya, 休止 な どの 
音韻 要素 に も 適用 が 拡大 され る 。 韻律 学 の 場合 と は 対照 的 に , 音節 全体 
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に 対し て は matra が 適用 され な い 。 ま た matra と guru。 laghu の 関係 付 
け も な い : 例外 的 に , VjPrsIV 109 は , gum に 対応 する 条件 下 で 「 母 音 
が 2matra を 持つ 」 と 表現 する (-> 4.3.4) 。 


S.3.1. Rgveda-Prathsakhya (M: Max Muller, T: Trpathi。 V: Verma) 


A) 第 1 章 16 (M 28-32: T/V 27-31) [Jagatr (ab)+ Tristubh (cd)] 

7 の gyoy の ) yo の 57 の 77777777 ど ②⑨1 ぁ e の 7o729 9227/ ア /472 77 の 7 ら 
syg7g カ に リ | 9727 SV 6737 7 の 77 SV 573 の 1277e p/7 が 7 jpg yg73 7 廊 つう | 
(1 つの ) 短い (母音 2-: sg. m.) が (1 つの ) mata (sg.E) で ある (25) 。 
avagraha の 間 で は , 同 量 (1 matrs で ある (29)。 (1 つの ) 長い (母音 ) は 
2 [mata] (du.Ef) で ある (30)。(1 つの ) 延長 され た (の /z-) 母音 (sw7-: 
sgm.) は 3IHmatal(Lf) で ある と 言わ れる (31)。 延 長 母音 7 な) は ( 特 
定 の ) 文 意 に お いて (ge) [RV に ] 3 回 [用 いら れる ] : "227 sv47 5767 
4 の 77 syv7 2573 の "(RV X 129.Sb 疑問 文 “ 太 み g y2273” (X 146,1d 疑問 
文 )(32)。 


B) 第 1 章 17(M 33-38: T/V 32-37) [Tristubh (ad) Jagaf (bc)] 


SV の 7 の の 7 772 の 72g 6 の 777480777 91 の 9g7 ル 297 5 の 7 の 727727 人 の 9 放 7e cg 


MA 
42//7 の /727/47】 NR 7 の 7- ゞ 97777O 747 の 97 9 Sg77Ogy 77 97777997777 の 7 | 
svarabhakti は 先行 する (子音 ) の 一 部 で あり , (先行 子音 の 属す る ) 音節 

の 附属 物 で ある (33)。 より 長 い [svarabhaki] は 半 mata を 伴う (34)。 

他 訪 の [ 音 (zz- m) た ち , すなわち svarabhakt に 先行 する 子音 た ち ] 

も また 【[ 半 mara を 伴う ] (35)。 他 の [svarabhakt] (sgf) は 半分 不足 す 

る (すなわち 4 分 の 1) [matra] で ある (36)。anunasika は 「 染 め ら れ た 
(gg-)」 と いう 名 称 を 持つ (37。 結合 (sgzzogg-) と は , 他方 , 子音 の 
集合 で ある (38)。 


C) 第 1 章 3(M 1039-1042: T/V $) [Tristubh] oy の 発声 (っ 5.3.3.B. 注 77) 


s 0377 褒 SV の 7 の 7 が の 727 の DSV の 7 5 放 の 7e Sg の /7247274 7/2/277/2// 朋 
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C777777 の V の 7 の 2 の 77Y の 74777477 | Sg77777 り Yg の 2V77 の Vsvg77 sg77 | 

彼 ( 師 :cf 先行 詩 節 gzzz/) は om と 声 を 発する 。[om と いう ] 音響 は 
3 mata を 持ち , [発音 ] 階 桶 に (Gzzz-) お いて udatta ( 高 ) ア クセ ント と 
な る 。“" ある い は , 4mana を 持ち , 前 半 は anudatta ( 低 ) ア クセ ント を 持つ 。 
ある い は , 6matra を 持つ も の と な る , 2 つの svarita (高低 ) ア クセ ント を 
持っ て いる 場合 は 。 


S.3.2. Rktantra 28-4S (HL 3.8-S.$) 

サー マ ヴ ェ ー ダ 学派 に 属す る 本 書 は , サー マン 歌 詠 方 法 (zz-: み z- 速 
い , gw72- 中 位 , y/7 の 廊 - ゆっ つっ つくり) に よる 発音 時 間 の 変化 を 考 
慮 し て , 韻律 上 の 発音 時 間 mara と 実際 の 発音 時 間 (kala 「 時 間 の 部 分 」, 
paramanu 「 最 小 時 間 」) と を 区 別して 規定 する 。 gat (サー マン 歌 詠 に 差し 
挟ま れる stobha 母音 の 延長 ) の 考察 も 特徴 的 で ある 。 し か し RvPrs と は 
対照 的 に plutapluti に 言及 し な い 。“ plutpluti 暫 に yg 「 二 重 母 
音 gg/gz| の mata 数 が 規定 され る 。 奇妙 な こと (svg7g- m.) の 
mata 数 規定 に お いて , 男性 形 で は な く 中 性 0 (43) と yg が 277 (44) 
が 現れ る 。 この 両 形 は 2sgzg- nt の 形容 詞 と 解 和 収 さ れる 。 こ の 場合 , Zs72- 
は 「 音 節 」 で は な く 「| 韻 律 構成 単位 と し て の 母音 」 を 意味 する と 推測 さ 
れる (ご 4 注 S52)。 TaitPrsT3Sf と VjPrs157E で は 同様 の スー トラ で 男性 
形 み gz, yg が 2 が 現れ る (つつ 53.3., 5.3.4.A)。 子 音 の 発音 時 間 は 1mata 
と 半 maha の どちら で も 良い と する 。 

28.(IL3.8) 27 の 7272279 V. 

[子音 (20.vyamjanam) は ] 1mara また は 半 matra で ある 。 


ウジ 


と Cf Uvata 計 sg gz777 O77 77 7 の 5 の 7 の V77 7 の 2777 ん 77o7.… : Ed. M. Muller “Der 
Lehrer erwiedert: Oml Diese Erwiederung besteht aus dret Matrs, und sie ist udatta 
mn der betreftenden Scala".s が ge- に 関し て は Renou s.v, 参照 。 


? Smrya Kanta に よる と , Rktanra 全体 を 通じ て plutapluti へ の 言及 が 無い 。 
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29. (39) 


gati (Stobha 母音 延長 ) も 


で ある 。 


7 | gg が 」 cg が が が 2 太 の 


30.(IL 3.10) 7 が 27 7 cg. 


マデ 


RB 


目 


(@O) 


の 後 で , 音素 


31. (4.1) の 77 の . 


速い [ 朗 ! 


是認 


E た [1 また は 半 mara で ある 」], ある い は 3 kala 


(comm. uzzzg-) も また [3 kalam で ある ] 。“ 


た (みう ] で は 1mata は [3kals で ある ]。 


32.(II 42) cgzs22 7 の 7 の 7 


位 の 速 さ の 「 野 唱 方 法 7)] で は [1mana は ] 4kals で ある 。 


33. (IL4.3) pg7cg2/ 7 の 7 人 777. 
ゆっ くり と し た [ 朗 唱 方 法 7z:)] で は [1mata は ] 5kala で ある 。 


34. (IL 4.4) yu2774 の 7727777 97977 の 7777. 


音素 間隔 は 最小 [時間] (pxzZz-: comm. 半 kal) "で ある 。 


35.( IL 4.5) sg7yO7 の 77477 が 7 人 9. 
(連続 する ) 2 母音 の [音素 間隔 は ] “ 半 mara で ある 。" 


36. (4.6) 必 婦 26 7427 人 9. 


休止 (単語 群 間 の 休止 に お いて は [音素 間隔 は ] 1mara で ある 。 


37.(L4.7) 7 が 2Zy726 の 77777 か の 77. 


の Comm.: sg の が cg w7722y 77/6 27 | eK の yo/ | 


PComm.: vg7727727777 9777277 7277 | 77 227 が 7 | 
の Sanrya Kanta "pause for hiatus"" 


ツ 7 Comm.: yyyor の 2777 の 277 vg7 が | 7 が 2 の 7 (1.72) | 


Surya Kanta "pada pause 
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恒 入 的 休止 (文末. な いし pada また は padayuga 未 7 に お いて [音素 
間隔 は ] 2matra を 持つ 。 


38.(4.8) gg が sw 
Gatha た ち (DL) に お いて [上 記 37 が 適用 され る 1.? 


39. (IL 4.9) 77 が の 77 S7779977. 
Saman た ち (plL) に お いて [休止 に お ける 音素 間隔 は ] 7 3 mata を 持つ , 


40.(IL4.10) go 太 2oyg7. 
4 の 発音 時 間 は 短い 。 “ 


41.(IL5,1) の 027 97777. 
(その ) 半分 が zz- で ある 。“ 


42. (52) 727 
[Z の 発音 時 間 太 zsye- が ] 1matra で ある 。 


43. (3) み e fy 
長い [母音 ] (nt. sg.: ks み og-( つ 4. 注 S2) ) は 2 [mata] で ある 。 Cf TaitPrs 
135( つ 533J),VjPNT57( つ 534.4) 


44.(IL 54) 7s7o 立 77277. 
成長 し た [母音 ] は (wpz ntsg.) 3 [marra] で ある 。 Cf TaitPs136 ( つ 
53.3.), VjPSTS8 ( つ 53.4.A) 


の Comm.: 
7 Comm.: 
7 Comm.: 
そ Comm.: 


73 
Comm.: 


の 277c777275o7es77: Surya Kanta “Verse Dause . 
gg C7 の 7 が 7 777277777 (77 の 77 の) 727 | . 
777797777 9777777 9772577 Ye777277 7 ん 777esz/ | 
し 274277777// 上 の 27777/742 人 472 き 2/7207277 有 2 す ル / ル ば タン (2 | 


772777 7 人 7/O 224997777O 777 | yV27777-77777- の 7 の 97777 g77es/ | 
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45.(IL 5.5) upvg7ye sv7 の 5 7772977 | 
Vaisvarya ( 音 調 多様 性 )“ に お いて 母音 (swgyg- m.sg.) は 3 mana を 持つ 。 ” 


S.3.3. 1aitGirnya-PraGSakhya 1 31-37, XVIHI 1 XX 13 


A) 第 1 章 31-37: 音 2- m. (母音 gy-, 45Y の の -。 子 音 7 が 77g-) の 発 
音 時 間 ( 太 -) を matra で は な く hrasva を 単位 と し て 定め る 。 amnusvara 
の 発音 時 間 が 短 母 音 と 等 し い 。 


31.777o- 人 7 太 7SV27. 
r 音 と / 音 と は 短い 。 


32. 42272 cg. 
g 音 も また [短い ]。 


33. 7e72 Cg 5777 ん 7/2yy777. 
それ (短い 。 音 ) と 同じ ( 常 音 ) 時 間 を 持つ 母音 (swzz-) も また [ 短 
い ]。 


34. 7777SU277S C の 


anusvara も また [短い]。 


35. の Vs 婦 27 の 7g727. 
長い (gz-) [母音 は ] その 2 倍 で ある 。 Cf RkTantra 43 ( つ 5.3.2.). 


36. 777 727. 
延長 され た (⑰/ 刀 -) [母音 ] は 3 倍 で ある 。Cf RKTanta 43 ( つ S.3.2.). 


74 5 EC ゃ 
Cf: Renou s.V. Vaisvarya “division de ton, diversence tonidue 


? Comm.: vsy7Je yy が 75 が 77727o (V1. 7 の ) 7Zw が | の 2- の 7 (1.83) | 
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37. 7 の sv の 772272777 277772777 


子音 は 短 [母音 ] の 半分 の 発音 時 間 (zz-)” を 持つ 。 


B) 第 18 章 1:oz に お ける o 音 は 2.5 mara と いう 説 を 紹介 する 7。 


(の /27427//#779427772472 ダ グン 用 42//7277474227//277427// の 474227/2| 
し か し o 音 は pranava (oy) に お いて 2.5 matra を 持つ と ある 者 た ち は 言 
つて いる 。 


C) 第 22 章 13: 休止 用 zg- の 持続 時 間 (mar 数 ) 
7g-V7 の 7777 の 27-V7 の 770 V7777-P777277 7 の 779- の 7-Y/U777-U7 の 779 


77-777O の V7-777 が 7 6 人 7-7797 の 77 の 7 が の 7 の 7 の の 7 の | 


詩 節 ⑦c-) の 休止 , 単語 ⑰z2z-) の 休止 , sandhi に よる 母音 連続 間 の 
休止 , 同一 語 中 の 母音 連続 間 の 休止 は , 順次 , 3 mata, 2 matra, 1 mata, 
0.5 mata で ある 。 


S.3.4. Vasaneyi-PraGisakhya 1 SS-61, TV 147-149, V 1 
A) 1 55-61 : Zzz- モ 14m.。 pg727- 三 108 m. の 設定 が RkTantra 34, 41( つ 
53.2.) と 相違 する 。 


55. 4-777-yU7 の 7 の 5Y77. 


g と (発音 時 間 ) 同 量 の 母音 (m.swgze-) は 短い 。 


? Cf TaitPrs XVIL 5 ng7zg- 太 太 -「 子 音 の 持続 時 間 」. 

7 oz 全体 の 発音 時 間 は 3 marra と な る 。RvPrs で は 3, 4 な いし 6mat (> 
S3.1.B) と され る が , 諸説 ある : [3 mata] Mbhas VI 2.39, [3.5 matal 
Manalaksanam 1 $ (竹崎 隆太 郎 氏 の 御 指摘 に 感謝 する ) : [3 な いし 3.5 mara] 
Yogavivarana (Pataalayogasastra 1 28 注 : 張 本 研 吾 氏 の 御 指摘 に 感謝 する )。 
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36. 7727 人 の Cg. 


また [これが] 1mata で ある 。 


57. の 婦 M27 の 7g727. 
長い [母音 ] は その 2 倍 ②matra) で ある 。 Cf RKTantra 43 ( つ S.3.2.), 
TaitPrs135( S.3.3.). 


58.p/7zs 77. 
延長 され た [母音 ] は 3 倍 (3 mara) で ある 。Cf RkTanta 44 ( つ 5.3.2), 
TaitPrs136( つ 5.3.3.). 


59. 277277277 9 の 7777 が 人 の 


子音 は 半分 の マー トラ ー を 持つ (12 mat8。 


60. 2-97772777 7 
その 半分 (14 matr3) が g7777- (nt.) で ある 。 Cf RKTantra 41 ( つ S.3.2. 9 


61./ み og7797P 97727777-7777 人 の . 
gz の 半分 (1 mata) が p み oz の 7- (nt) で ある 。Cf RKTanta 34 
( プ 5.3.2.). 


B) IV 147-1491, 12, 14 mata の 持続 時 間 : 母音 +anusvara の mata 数 


147. 人 aa 
音素 の 発生 (wzpg が -)“ た ち に は 1 mata,12 mata, 14 mata [の 持 
続 時 間 ] が ある 。 


1P に 偶 27777AJ72749/742 人 1777742 の 用 2//』22742///27/7727742 人 7747 表 22742///27///27742 
短 母 音 を 先 に 持つ anusvara は 1.5 mata。 また , 先行 する [ 短 母 音 ] は 
0.5 maa で ある 。 


パ Cf Whitney “sounds which take the place ofother sounds”. 
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149. が g727 の 72777 の 77Y2 C の の 7 の 77. 
長 母音 の 後 の [anusvara は ] 0.5 mara, また , 先行 する [ 長 母音 は ] 
15 matra で ある 。 


母音 の 長短 に 関わ ら ず , 母音 十 anusuvara の 合計 が 2matra に な る 。 
これ は , 1 音節 の matra 総数 が 2matra を 越え て は な ら な いと いう MIA 
の 「matra の 法則 」, お よび 重 音 節 guru =2 matra と いう 韻 律 規定 と 一 
致す る 。 (anusvara の 音 長 に 関し て は 注 34 参照 )。 


O) V 1:avagraha の 持続 時 間 


S977 の 56 V297770O /77 の VS の 7749 ん 77277. 


複合 語 に お いて avagraha は 短 母 音 と 同じ (持続 ) 時 間 を 持つ 。 


S.3.5. CaturadhyayikaTS9-62。83f. 101f : 子音 の 持続 時 間 を 1 matra と す 
る 。amnumnasika と avarabhakti の 規定 を 示す 。 


39. ez か の 7 の yU77. 
短 母音 は 1mata (の 持続 時 間 ) を 持つ 。 


60.yy77/77777 


諸 子 音 (pL) は [同様 に 各 1matra を 持つ ]。 


61 の カ 727o の 7g727. 
長 母 音 は 2mata (の 持続 時 間 ) を 持つ 。 


62 777727 が 7 //4727. 
延長 母音 は 3matra (の 持続 時 間 ) を 持つ 。 


K% 基 27777772AY/7 の 肝 /7/27/7277/ す /747 人 727/ 


ー 43 - 


84. 74O 772PZ77757 人 2 の 2777/2C776. 


語 中 に お いて 短い [母音 ] が 鼻孔 を 通っ て 響く (Zzz2skz-) 。” 


中 性 複数 形 に お いて は 長い [母音 が 鼻孔 を 通っ て 響く ]。 
[以下 91. ま で anunasika 長 母 音 が 列挙 され る 。 ] 


101.7ep/Z7 7 が 77777 yV777 の の 6 SU の 7 の 72777 9 人 729 人 77772777 G7727772777 7 の ee. 
ヶ の 後 か つ zz-( な 65 ん ん が の の 前 で , 母音 に 後続 され る svara- 


bhakt は z 音 の 半分 (の 持続 時 間 ) で あ 
続 時 間 ) [と 言っ て いる ]。 


る 。 あ る 者 た ち は 1/44 (の 持 


102. 7257772 77776 C77777 の 777 の 57277 人 7 


他 の 子音 の 前 で は [syarabhakt は ] 14 
の 。 


E た は 1/8 (の 持続 時 間 ) で あ 


? anunasika の 形容 詞 的 用 法 に つい て は , Cf TaitPrs IL 30 ( つ 注 S の ,XXII 14( つ 
4.3.3),CaturA1S3 ( つ 4.3.5.。 注 61).anunasika と anusvara 全般 に 関し て は 注 14 


参照 スー トラ 83-91 は まだ 検討 途中 で あり , 


暫定 的 な 訳 を 挙げ た 。「 マ ー 


トラ ー」 な いし 「 軽 重 」 と の 関係 に つい て も 結論 に 至っ て いな い が , pg7ig-, 
pg の cg-, gg7 の 2-, 7 が 5 の -。 sy 等 の 語 に お いて , 子音 結合 前 肢 鼻 音 な いし 
anusvara の 前 で , 短 母音 が 鼻音 化 さ れる 現象 を 述べ て いる と 解 し た 。 上 鼻音 化 


され た 短 母 音 (1 maa) と 盆 音 ・anusvara (1 mata) の 全体 で 2 mata と な り , 


韻律 的 に は guru「 重 」 で ある ( つ 43.5.CaturAIS3. 注 61.53.4.B VjPrsIV 


148E)。Deshpande お よび Cardona は 本 スー トラ の anunasika を , 後続 鼻音 


に より 上 盆 音 化 さ れる と 同時 に 後続 條 音 を 吸収 融合 し た 「 鼻 母音 」 "nasalized 
(nasal) vowel と する 。Cf Ed. Whitney p.73 “anasalized vowel occurrimg in the 
interior ofa word is short” (TaitPrs XVI 1-31, XIIL 8-14 に 言及 ): Ed. Deshpande 
p.230f.“..… such a Vowel as discussed here is a nasal Vowel, nstead of beng a pure 
vowel followed by zzsyv の 7 の: Cardona Fs. Kumamoto p.46f (: 7.4.3-7.4.4) “... the 


nasalized Vowel of 47 が yg7 ... Sphonologically a 


short vowel but metrically the 


frst syllable ofthis item counts as heavy (一 注 61) 。 
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S.4. PraGisakhya に お ける matr 
の 音 長 規 定 を 除く ) 


1) 短 母音 (yyg-): 1 hrasva 


還 
半 


a 規 定 の まとめ (サー マン 歌 詠 に 


RkTantra 40, TaitPrs 1 31-33: 


1matra RvPrS 1 16, RKTantra 42, VjPrS 1 5Sf, CaturA IS9. 
2) 長 母音 (gs72-: guna と vrddhi と を 含む ): 2 hrasva TaitPrs133: 

2 matra RvPrsT16, RKTantra 43 (vrddhi を 除く ), VjPrS157,CaturAI61. 
3) 延長 母音 (adj.m.p/2-/fE p/477-): 3 hrasva TaitPrS 1 36: 

3matra RVPrS1 16, VjPrS TS58, CaturA 162. 
4) vddha (vrddhi) : 3 matra RkTantra 44. 


$) o7z (pranava): 3。 4。 6 matra 


mata) TaitPt$ XVII 1 (> 沼 


RvPrs XXV 3: 3 matra (o 2.5 mata 二 7 0.5 
E 77). 


6) 子音 の 発音 時 間 は 一 般 に 短 母 音 の 半分 (0.5 hrasvamatrra) と され る 


が , RkTantra は 0.5m また は 1m., CaturA は 1m. と する 。 
0.S hrasva (sv の 772- ん 人 22) TartPrS 1 37. 


0SmatraRVPrSI17, 


VijPrsIS9. 


0.5 また は 1matra RKTantra 28. 


1matra CaturA 160. 


7) anusvara: 1 hrasva TaitPrsT34: 1.5 matra ( 短 母 音 の 後 )。0.5 matra (] 
母音 の 後 ) VjPrsIV148f (ー 3.4.2.RKTantra, 注 34④、 


休止 や svarabhakti に 関し て は 学派 毎 の 相違 が 大 きい 。SV 学派 に 履 
る RKTantra は gatha と saman と で は 異な る 休止 時 間 を 定め る 。 


池 


il 
*t 


8) svarabhakti: 12 また は 1/4 matra RkPrSI17:g 音 の 172, 1/44。 また は 1 


CatunrAI101f 


9) avagraha (複合 語 の 中 ) : 1 matra RvPrsI16, VjPrs V 1. 
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10) 休止 (yg-): 


1 matra, 


2 matra, sandhi 


同一 


の 母音 連続 の 


区 分 分 割 


単語 群 の 間 1matra, 文 未 ・pada 未 (gatha) 2 matra 
saman に お ける 休止 3 matra RkTantra 35-39: 
単語 (の 990- 0 


詩 節 Oc-) の 後 3 matral 


に よる 母音 連続 の 区 分 分 割 (yy7 な -) 
害 (sg の pg が -) の 休 
止 0S matra TaitPrs XXII 13. (RvPr$, ViPr$, CaturA 未確認 


Pratsakhya は 音節 全体 の mata 数 を 問題 に し な い 。 また , 軽重 の 規定 (ーー 


4.) と mana と を 結び つけ な い 。 例 外 前 ! お 109 が gu に 対 


応 す 


る 条件 下 に お 


\ て 「 母 音 が 2 matra を 持つ 」 と 規定 する (> 4.3.4.)。 


仮に kramayama を 考慮 せ ず に 音節 の 各 音 韻 要 素 の 一 般 的 な 】 
ョ 康 ま 6 半 。1 


周 定 に 則 し て 


音節 は 1mata か ら 3.5 matrra を 含む こと に な る 。 


で と 人 る て 


1) 短 母 音 の み =1mata,e.g.4 を sy の 第 1 音節 

2) 先行 1 子音 + 短 母 音 =1.5m.,e.g. ヵ 4 

3) 先行 2 子音 + 短 母音 =2m.,e.g.《 

4) 短 母 音 + 後続 1 子音 =1.5m.,e.g. 婦 

$) 先行 1 子音 + 短 母音 + 後続 1 子音 =2m.,e.g. 47 

6) 先行 2 子音 + 短 母音 + 後続 1 子音 =2.5m,e.g. ヵ 女 

7) 長 母音 の み =2m.,e.g.@4 

8) 先行 1 子音 + 長 母 音 =2.5m.,e.g.vg 

9) 先行 2 子音 + 長 母音 =3m.,e.g. み 婦 27 (3m. 2m.) 

10) 長 母 音 + 後続 1 子音 =2.5m.,e.g.- (2.5m+ 2m.) 

11) 先行 1 子音 + 長 母 音 + 後続 1 子音 =3m.,e.g.nom.sg. vw 
12) 先行 2 子音 + 長 母音 + 後続 1 子音 =3.5 m.,e.g.acc.sg. 7. 


Prs で は karma/yama に より , 母音 間 の 2 子音 連続 は 3- 4 


世 い 


続 ( ボ 4~ 


昌三 に 


$ 子 音 連 続 に 


音 連続 に , 


に な る こと が 多く , 1 
4mata 以上 に な る こと も 稀 で な い 。 
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1 音節 の matra We 0 


6. まとめ 


[音節 」 と その 「 軽 重 」 と いう 概念 は , 


と も に 韻 律 上 の 必要 か ら 成 立 


し た 。 ザ ヴェ ー ダ 文献 に お いて 最も 重要 な 役割 を 担う の は リグ ヴェ ー タ 等 
の 客 文 マ ント ラ で ある が , これ ら の 韻文 の 成立 条件 は 「 韻 律 構成 単位 」 
と し て の 「 音 節 (原義 : 流動 し な いも の ) 」gs み ze- で ある 。 こ の 段階 


で は 「 音 節 」 と 「 音 節 の 基盤 で ある 母音 」 
な か っ た と 考え られ る 。 ヴェ ー ダ 未 期 に 位 


音節 を 母音 , 子音 等 の 諸 音 素 に 分 析 し , 構造 と 境界 を 解明 し , 諸 音 韻 要 


と の 区 別 は 必ず し も 明確 で 
置 する Pratisakhya 文献 で は , 


【 


の 発音 時 間 を マー トラ ー に より 規定 する 


MM 


ヴェ ー タ 斉 律 は 一 定数 の 「 音 館 」 の 規則 的 な 反復 を 本 質 と する が , 「 音 


営み が 見 られ る 。 


節 」 の 数 だ け で な く , 個々 の 音節 の 「 (発音 時 間 の ) 量 」 の 相違 も 意識 
され る 。 有 母音 自身 の 長 さ ( 短 , 長 , 延長 ) だ け で な く , 後続 する 子音 の 


数 や 休止 位置 も 「 量 」 を 決定 する こと が 認識 され , 「 軽 い (音節 ・ 母 音 ) 」 


gz-nt(/m. と 「 重 い (音節 ・ 母 音 ) 」/zg7z- nt/m. の 区 別 が 成立 する 。 韻 
律 上 ,「 重 」 gz- は 「 軽 」/gg- の 2 倍 に 等 し いと され る 。 


「 軽 重 」 の 定義 は , 文法 学 , 音韻 学 , 韻律 学 な ど に 早く か ら 現 れる が , 


Pratsakhya に お ける 音節 の 分 析 や , 諸 音素 の 発音 時 間 と し て の マー トラ 


ー の 規定 と は 無関係 で ある 。 母音 に 後続 する 音素 や 母音 の 位置 に より 決 


定 する 「 母 音 の 重 さ 」 を 出発 点 と し て 「 斉 律 構成 単位 と し て の 音節 の 重 


さ , 軽重 」 に 発展 し た と 推測 され る 。 いずれ に せよ 「 軽 重 」 は PraGsakhya 


に お ける 音節 分 析 や 音 泰 の マー トラ ー 規 定 より も 成立 が 古く , 幅広 く 普 


及 し て いた 様子 が 獲 え る 。 「 軽 重 」 の 組み 合わ せ に よる リズ ム は 斉 律 の 


重要 な 構成 要素 と な り , 時 代 と 共に 多様 化 


中 


lm 司 


し , Skt 韻律 へ と 発展 する 。 


また 母音 間 の 子音 結合 の 扱い が 「 軽 重 」 と 「 音 節 」, さら に 「 文 字 表 
E」 に より 異な り , 成立 状況 の 差 を 反映 する こと も 注目 され る : 1) 「 軽 


2) 音韻 学 に お ける 音節 境界 で は , 子音 結合 
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ほ 」 の 決定 に は , 子音 結合 の 全体 が 先行 母音 に 関係 する ( 例 2gz- め : 


の 始め の 子音 は 先行 母音 に , 


終わ り の 子音 は 後続 母音 に 属す る ( 例 zg-z 記 : 3) [音節 文 字 」 で は , 子 
音 結 合 の 全体 が 後続 母音 に 属す る ( 例 2-gzzz-7)。 
他方 , 短 母 音 の 長 さか ら 出 発し て mata 「 (発音 持続 の ) 時 間 単 位 」 


立 量 


可 


要素 に 対 


し 


と いう 概念 が 成立 する (1hrasva デ 1mata) 。 正確 な 発 


だ 


学 に お v 


か し , 


\ て , 母音 の みな ら ず , 子音 , Anusvara, 
し て 発音 持続 時 間 が マー トラ 
音節 全体 の マー トラ ー は 考慮 され ず , 「 軽 重 」 と も 関連 づけ られ 
な い (VjPrs は 例外 的 に 「 重 」! 
ヴェ ー ダ より 後 の 語 
及 し (1laghu =1matra, 1 guru=2 matra), 1 guru と 21aghu と の 置換 が : 
こる 。 こ の 現象 の 背景 に 


ー に より 規定 され 


林 止 等 , すべ て の 普 


マテ 
日 


マデ た 立 量 


座 


る 方 向 に 向う 。 


音 を 考察 する 


に 対応 する 母音 を 2mata 
律 で は , 韻律 上 の 時 間 単 位 と し て 


由 


と 


F 


に は 「 マ ー ト ラー の 法則 」 に 支配 


と 規定 ) 。 
co 


NN 仙 中 


され る 中 期 イ 


に 3 


ドア ー リ ャ 語 と , 音楽 的 リズ ム を 特徴 と する マー トラ 


及 


会 
か 


と され た 。 そ れ ら の 見 解 は 相互! 


も 
央 


が 想定 され る 。 
「 音 節 」「 軽 


里 」 


立 ロ 人 持 - 


「 マ ー ト ラー」 は いずれ も 韻律 に お い 


で ある が 


, 責 健 


5 文法 学 , 音韻 学 に お い 


立 作 寺 -。 


に 一 致す る こと も あり , 


と 立 旦 た 


ある が , 韻律 EE】 


文法 学 


人 る まま グ 区 


日 B 己 ゴ 


字 の それ ぞ れ の 立場 と 視点 の 違い に 
思わ れる 。 学 派 毎 に 作成 され た Prat$akhya は , 伝承 され た 


韻律 の 発展 と 


0 


て 基本 と な る | 
て も 議論 の 対象 
食い 違う こと も 
下 D 


に ヨコ 


samhif-patha や pada-patha な どか ら 正 し く マ ント ラ を 作り 発音 する こと 


を 


Skt テ キス ト に 現れ る 語 


す : 


Skt や 叙事詩 Skt が , 日 常 
世俗 的 文学 に お いて 実際 に 作詞 する 技法 を 扱う 。v 遇 Wa 
実践 的 な ヴェ ー ダ 学 の 一 分 野 で ある が , 成立 し た 時 代 や 目的 の 相違 が 「 音 


ラテ 
ZJN 


節 


的 と する 。 文 


: 学 は 抽象 され た 語根 か ら 現 実 の ヴェ 


ー ダ お よび 古典 


る 。 一 方 , 韻律 3 


光 を 導き 出す 具体 的 プ 


ロ セ ス を 実 ) 


学 は , ヴェ ー ダ 語 が 既 ( こ 有 】 


教 的 お よび ] 


」 や 「 軽 重 」 や 


常 語 と し て は 初期 MIA が 発展 し つ 


及 骸 化し , 文語 と 


的 に 体系 化 


「 マ ー ト ラー」 の 規定 に 反映 され て い 
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る 。 


計 五 
H ロ 


Pratsakhya [Pr], Reveda-Pratsakhya [RVPrs], Rk-Tantra-Vyakarana [RKTanta |, 
Taittrrya-Pratsakhya [TaitPrS] Vajasaneyi-Pratisakhya (Katyayanya-PratiSakhya) 
[VjPr], Atharvaveda-Prat$akhya [AvPr$], Caturadhyayika [CaturA] 
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要旨 


ヴェ ー タ 韻律 と その 後 商 で ある 古典 サン スク リッ ト 韻 律 ( 


含ま れる 音節 の 数 と 量 ( 邊 箇 ) 


に 基づく 。 


理解 され て 来 な か っ た 。 ま た , 


の 構造 ・ 境 界 , 軽重 , マー トラ 


の 基礎 で ある が , 従 


来 】 必ず 


さ , 1 詩 節 に 
他方 , 中 期 イ ンド アー リヤ 語 
起源 の 韻律 は マー トラ ー な 「 韻 律 上 の 時 間 単 位 」 に より 規定 され る 。 
音節 と マー トラ ー は イン ド 壮 人 


し も 明確 に 


文法 学 。 音韻 学 , 韻律 学 の 間 に は , 音節 


それ ら の 問題 を 原典 に 基づき 検 主 


に 関し て , 龍 上 記す る 見 解 が 見 られ る 。 
E し , 次 の よう な 全体 像 を 得 た 。 
「 音 節 」 と その 「 軽 重 」 と いう 概念 は 。 と も に 韻 律 上 の 必要 か ら 成 立 


し た 。 ヴェー ダ 文 献 に お いて 最も 重要 な 役割 を 担う の は 文 マン トラ で 
ある が , これ ら の 韻 文 の 成立 条件 は 音律 構成 単位 と し て の | 音節 」 Zs み g- 
で ある 。 こ の 段階 で は 「 音 節 」 と 「 音 節 の 基盤 で ある 母音 」 と の 区 別 は 
不明 須 で あっ た と 考え られ る 。 ザ ヴェ ー ダ 未 期 に 位置 する Pratsakhya 文献 


で は , 音節 を 母音 , 子音 等 の 諸 音素 に 分 析 し , 構造 と 境界 を 解明 し , 諸 


音素 の 発音 時 間 を マー トラ ー に より 規定 する 営み が 見 られ る 。 
ヴェ ー タ 員 隼 は 一 定数 の 音節 」 の 


周 則 的 な 反復 を 本 哲 と する が , 「 音 


節 」 の 数 だ け で な く , 個々 の 音節 の 「( 発 音 時 間 の ) 量 」 の 相違 も 意識 さ 


れる 。 母 音 自 身 の 長 さ ( 短 , 長 , 延 


長 ) だ け で な く , 後続 する 子音 の 数 


や 休止 位置 も 「 量 」 を 決定 する こと が 認識 され ,「 重 い 音 節 (母音 )」 gzzz- 


と 「 軽 い 音節 (母音 )」/ag7x/- 


の 区 別 が 成立 し ,「 重 」 は 「 軽 」 の 2 倍 に 


等 し いと され る 。 「 軽 重 」 の 組み 合わ せ に よる リズ ム は 音律 の 重要 な 構成 


要素 と な り , 時 代 と 共に 多様 化し , Skt 韻 


健 へ と 発展 する 。 


軽重 」 の 定義 は , 文法 学 , 音韻 学 , 韻 


間 韻 学 に お ける 音節 の 分 析 や , 


普及 し て いた こと が 鍵 え る 。3 


と も 注目 され る 。 


E 学 な ど に 早く か ら 現れ る が , 


諸 音 素 の 発音 時 間 と し て の マー トラ ー の 


規定 と は 無関係 で ある 。「! 軽 重 」 の 概念 が それ 


ら よ り 古 く 成立 し , 幅広 く 


た 母音 間 の 子音 結合 の 扱い が 「 軽 重 」 と 
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「 音 節 」」 さら に 「 文 字 」 に より 異な り , 成立 し た 時 代 の 差 を 反映 する こ 


他方, の 長 さ か ら 出 発し て マー トラ ー「( 発 音 持続 の ) 時 間 単 位 」 
と いう 概念 が 成立 する (1 hrasva= 1mara) 。Pratsakhya 文献 で は , 母音 
の みな ら ず , 子音 等 , すべて の 音素 の 発音 持続 時 間 が マー トラ ー に より 
規定 され る に 上 至る が , 音節 全体 に は 適用 され ず , また 音節 の 「 軽 重 」 も 
考慮 され な い 。 

ヴェ ー ダ 以降 の 韻律 で は , 韻律 上 の 時 間 単 位 と し て マー トラ ー が 普及 
し (1 laghu=1 matra, 1 guru=2matra), 1 guru と 2laghu と の 置換 が 起こ 
る 。 こ の 背景 に は , 中 期 イ ンド アー リヤ 語 お よび マー トラ ー 斉 律 の 発生 
と 発展 が 想定 され る 。 


キー ワー ド : 音 節 , マー トラ ー, 軽 (aghu), 重 (guru), 韻律 , Pransakhya, 
文法 学 
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Abstract 
Syllable and Matra: basic concepts of Indian metres 
observed m indigenous metrics, phonology and grammar 


Junko Sakamoto-oto 


The Vedic metres consist of gs の の -, etymologically "what does not flow 
(なの) hence, “syllable” or “syllabic vowel' (RV+). The phonological concept 
^syllable* was estabhshed and analyzed mn the Prahsakhyas at the final stage of 
the Vedic language. 

Not only the number of syllables (syllabic vowels) but also therr weight 
ie. /gg7z- hight' and gz77- “heavy , played an important role mn the Vedic and 
classical Sanskrit metres. The definition of laghu and guru on the metmcal level 
precedes the phonological investigation on the syllable and the matra made by 
the Pratisakhyas. 

Noteworthy js the different treatments of mtervocalc consonants by 
metrics, Dhonology and writing: 1) laghu/guru: the whole consonants concern the 
preceding vowel (e.g. gg7z- 訪 ): 2) syllabic structure: the former consonant 
belongs to the preceding vowel, the latter to the followmg (e.g. gg-7 訪 ): 3) 
syllabic character: the whole consonants are attached to the following Vowel (e.g. 
g-g777-7). 

The concept of 7 人 の - trme umlt for pronunciation' has its orlgm from the 
Vowel length (hrasva “short vowel' = 1 mata, rgha “long vowel' = 2 mata 
pluta/pluti = 3 matra) and extended to other phonemes, eVen to Dauses, but Was 
not applied to the syllable in the Pratsakhyas. On the other hand, the post-Vedic 
prosody equated 1 laghu with 1 mata and 1 guru with 2 matra under the 
mfluence of MIAmetres measured by matra. 


[Keywords: syllable, matra, guru, laghu, Pratisakhya, metrics, grammar] 
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